
愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

鬼も力走鬼も力走
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　３月８日㈰、第23回かわにし雪まつり本祭りが上野小学校
で開催されました。メーンイベントは第１回仮装恋引きレー
ス。団体子どもの部に４チーム、団体一般の部に８チーム、
カップルレースに10チームが参加し、思い思いの仮装で観
客を楽しませました。レース中、出場者たちのきずなの強さ
に圧倒されてそりが壊れる場面もありましたが、全チームが
完走を果たし友情や愛情を深めていました。
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カップルレースに10チームが参加し、思い思いの仮装で観
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●2009十日町市ホワイトミュージアム
●子育て応援します
●介護保険からのお知らせ
●21年産米の生産調整／森林整備
●大地の芸術祭共通パスポートほか
●保育所適正配置方針／悪質商法に注意ほか
●仙田小閉校式ほか／妊婦健康診査受診ほか
●明石学級募集／狂犬病予防注射ほか
●松代早稲田交流30年
●地域の風～支所からのたより～
●Oh!myクラス／なじょもなじょもほか
●まちの話題TOWN TOPICS
●お知らせ・ガイドほか
●この時　熱中・夢中
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３月14日㈯

３
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日
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月
７
日
㈯
・
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日
㈰

　雨、晴れ、雪と変わりやすい山の天気の中でも、幻想的な冬の

お祭りを演出した雪原カーニバル。日中のディスクゴルフやベス

トパートナーの雪原ライブ、よさこい踊りなども大いに盛り上が

りました。夕方のスノーキャンドルと花火、たいまつ滑降のドラ

マチックな共演が、市内外から訪れた9,300人を魅了しました。
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雪原カーニバル雪原カーニバル第２１回

思い思いの願いが書かれたキャンドルロードは34メートルに及び通
路を照らしました

第
二
十
二
回  

越
後
ま
つ
だ
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の
陣

第
２３
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雪
ま
つ
り

ホ
ワ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
初
日
は
突
風
が
吹
き
荒
れ
た
松
代
総
合
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
会
場
に

開
設
し
た
24
の
露
店
が
来
場
者
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。
少
雪
の
影
響
で

コ
ー
ス
の
一
部
が
変
更
と
な
�
た
も
の
の
、
恒
例
の
「
の
�
と
れ
！
松
代

城
」
に
は
３
７
８
人
が
参
戦
。
活
気
あ
ふ
れ
る
催
し
に
2
日
間
に
わ
た
り

延
べ
１
５
、０
０
０
人
が
来
場
し
、
春
の
に
ぎ
わ
い
を
呼
び
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
に
行
わ
れ
た
第
23
回
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
は
、
両
日
合
せ
て
３
、０
０
０

人
も
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
８
日
㈰
、
上
野
ほ
ん
や
ら
村
（
上
野
小
学
校
）
で
開
催
さ
れ

た
本
ま
つ
り
で
は
、
メ
ー
ン
の
仮
装
恋
引
き
レ
ー
ス
に
総
勢
92
人
の
道
化
師
？
が
集
ま
り
、
各
々
パ

フ
�
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

約500人が参加してキャンドルの点灯

雪上で競うサッカーやディスクゴルフは大人気。
熱戦が繰り広げられました

羽
鳥
　
敏
之
さ
ん
（
新
屋
敷
）

　
悪
天
候
に

も
め
げ
ず
、
今

年
も
（
カ
ー
ニ

バ
ル
が
）
う
ま

く
い
き
ま
し

た
。
カ
ー
ニ
バ

ル
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
不
可
欠

で
す
。
今
は
、
声
を
掛
け
れ
ば
か
な

り
の
人
た
ち
が
応
じ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
3
回
目
く
ら
い
か

ら
カ
ー
ニ
バ
ル
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
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が
、
カ
ー
ニ
バ
ル
を
�
や
ら
さ
れ

て
い
る
〞
苦
痛
が
、
い
つ
の
間
に
か

�
や
っ
て
〞
お
も
し
ろ
い
に
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
来
て
く
れ
る
多
く

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　今回の特別企画として「震災復興祈念富

くじ大抽選会」（3月14日）を実施しました。

これは、会場の食い倒れ横丁で1,000円以

上の買い物をすると富くじ１枚がもらえ、

抽選で32型地上波デジタル放送対応テレ

ビ（特賞１本）などの豪華景品が当たると

いう企画。1,350枚が発行された富くじの

中から、好運にも特賞が当たった武田利恵

子さん（松代・写真中央）は、「ちょうど

家のテレビを買い替えようとしていました

が、まさか当たるとは思ってもみませんで

した。うれしいの一言です」と満面の笑顔

を浮かべていました。

冬の陣で地デジテレビをゲット！

　 最 初 のPieceは「 か け ら や 部

品」、次のPeaceは「平和や幸福」

と訳されます。この２つを組み

合わせて、「ひとつひとつのカケ

ラ（部品）を集めて、大きな幸福

（作品）を作ろう」を意味します。

この合い言葉を「ひとり、ひとり

の力は小さいけれど、大勢集まれ

ば、大きな力となる。これは大変

すばらしく幸福であり平和を象徴

する」ととらえ、多くの地域住民

の力によって作品を完成させ、川

西特有の団結力（川西らしさ）を

深めています。

Piece to Peace

震
災
復
興
祈
念

松苧太鼓が鳴り響く会場で、勇壮に繰
り広げられる「雪上みこし活き！生き！
合戦」

号砲とともにスタートした「のっとれ！松代城」。
優勝した村山亮さん（川治・33歳左上写真）が第22代城主の座
を手にしました

上野ほんやら村で行われた
伝統行事「はねっけーし」は、
熱戦を繰り広げる人気ぶり

原田集落で開設した「北の茶屋」。かやぶき民家の
雪像前に、多くの人たちが集まりました
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原田集落で開設した「北の茶屋」。かやぶき民家の原田集落で開設した「北の茶屋」。かやぶき民家の
雪像前に、多くの人たちが集まりました
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　市では、子育て世代の親を支援するため、一時保育など各種サービスを用意しています。

●問合せ　福祉課子育て支援係　☎757-9169

児童デイサービス 病児・病後児保育

施設名 所在地 電話番号

ち く た く
土市５

（たかき医院内）
758-4390

十日町幼児園 本町西１ 752-2068

施設名 所在地 電話番号

十日町市つくし園 川治保育園併設 757-5144

育て応援します育て応援します子子育て応援します子育て支援サービスのご案内子
幼　稚　園

　就学前のお子さんの幼児教育の場です。（３歳～６歳）

市内には私立幼稚園が３園あり、それぞれが保育理念に基づ

いて幼児教育を実施しています。

幼稚園名 所在地 電話番号 教育時間 給　食

愛宕幼稚園 川原町 752-3123 9：00 ～ 14：30 完全給食

天使幼稚園 寿町４ 752-3466 9：30 ～ 16：00 完全給食

むつみ幼稚園 桑原 756-2424 8：30 ～ 14：45 副食のみ

　心身に障がいがあるお子さんや発達に遅れのあるお子

さんが、保護者といっしょに通園しいろいろな遊びや生

活をとおして、日常生活における基本的な動作や生活習

慣を習得し、集団生活への適応性を高めるための施設で

す。ほかの保育園などに入園しているお子さんも利用で

きます。利用の申込みや利用料などについては、福祉課

子育て支援係に問い合わせてください。

子育て支援センター

施　設　名 所在地 電話番号

く　　る　　る 本町２ 757-1008

き　ら　り　ん
中里なかよし
保 育 園 併 設

763-3131

松代子育て支援センター 松代保育園併設 597-2178

松之山子育て支援センター
松之山保育園
併　　　　設

596-2225

つ ど い の 広 場 むつみ保育園内 756-2424

　主に保育園・幼稚園入園前のお子さんとその保

護者を対象として遊び場の提供、育児相談などを

行っています。保育園に併設されている支援セン

ター（松代・松之山・中里なかよし）では、園児

との交流もできます。直接センターで利用登録し、

即日利用できます。（くるる、きらりんは小学生

も利用可）

　お子さんが病気やその回復期に、保護者が家

庭で保育できないときに、子どもたちを預かり

ます。

　利用するには事前登録と予約、利用申込書、

医師の連絡票が必要です。

放課後児童クラブ
　小学校の空き教室などで行われ、学校の放課後に家庭で

見る大人がいないお子さんを、保護者が迎えに来るまで預

かるものです。対象はおおむね３年生くらいまでの小学生

です。

施　設　名 所在地 電話番号

西小学校放課後児童クラブ 西本町１ 757-9665

川治小学校放課後児童クラブ 川　治 752-2833

下条小学校放課後児童クラブ 下　条 756-2606

東小学校放課後児童クラブ 四日町新田 752-2695

中条小学校放課後児童クラブ 中　条 752-2913

なかよしクラブ（中里なかよし保育園内） 田　中 763-3322

水沢小学校放課後児童クラブ
４月開設予定
電話番号未定

千手小学校放課後児童クラブ

上野小学校放課後児童クラブ

保育園

一時保育

学童保育

　保護者が家庭で保育することのできないお子さんを預かります。市内には公立保育園が

12園、私立保育園が９園、へき地保育園が４園あります（平成21年度）。

　保育園で行っているサービスです。保護者が家庭で保育できないとき（病気、冠婚葬祭、

受診、家族の看護など）に、保育園でお子さんを預かります。利用できる時間や利用料は直

接各保育園に問い合わせてください（行事などによりお受けできない場合もあります）。

　保育園で小学校低学年（おおむね10歳未満のお子さん）を、学校の放課後に預かるサー

ビスです。主に放課後児童クラブが設置されていない地域の保育園で行われています。利用

する場合、登録と利用申込みが必要です。詳しくは直接各保育園に問い合わせてください。

保育園一覧（平成21年度） （区別：公－公立・私－私立・へ－へき地）

地区
区

別
保育園名 所在地 電話番号 開園時間

入園受入
年　　齢

特別保育

一時
保育

一時保育 
受入年齢

休日
保育

学童
保育

十日町

公 高 山 保 育 園 錦町２ 757-8908 7：30～18：30 ４か月 ○ １歳

公 西 保 育 園 下川原町 757-0338 7：30～18：30 ４か月 ○ １歳 ○

私 十 日 町 幼 児 園 本町西１ 752-2068 7：15～19：00 ２か月 ○ ２か月 ○

私 北 越 保 育 園 本町6-1 757-3860 7：15～19：45 ２か月 ○ ２か月 ○

私 い ず み 保 育 園 昭和町３ 752-4472 7：20～19：00 ２か月 ○ ２か月 ○

へ 新 座 保 育 園 新座３ 757-6002 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳

へ 白 梅 保 育 園 高田町４ 752-4959 7：30～18：30 離乳完了後から ○ 離乳完了後から ○

中　条

私 大 井 田 保 育 園 四日町１ 752-2009 7：30～18：30 ２か月 ○ ２か月

私 中 条 保 育 園 中　町 757-5446 7：20～19：00 ２か月 ○ ２か月

公 北 原 保 育 園 北　原 752-3339 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳

川　治

公 川 治 保 育 園 川治中町 757-3256 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳

私 山本愛泉保育園 山本町２ 757-0133 7：20～19：00 ２か月 ○ ２か月

私 慈 光 保 育 園 北新田１ 752-3587 7：00～19：30 ２か月 ○ ２か月 ○ ○

吉　田
へ 吉 田 保 育 園 吉田山谷 757-1418 7：30～18：00 ６か月 ○ １歳 ○

公 鐙 島 保 育 園 南鐙坂 757-8795 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳 ○

下　条 私 む つ み 保 育 園 桑　原 756-2424 7：30～19：00 ７か月 ○ ７か月

水　沢

公 水 沢 保 育 園 土市２ 758-2103 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳

私 森 の 保 育 園 大黒沢東 758-3782 7：30～19：00 ３か月 ○ ３か月

へ 水沢南部保育園 水沢３ 758-2229 7：30～18：00 ２歳 ○ １歳 ○

川　西

公 千 手 保 育 園 上新井 768-2148 7：00～19：00 ２か月 ○ １歳

公 上 野 保 育 園 上　野 768-2321 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳

公 橘 保 育 園 仁　田 768-2565 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳 ○

中　里 公 中里なかよし保育園 田　中 763-3322 7：30～19：00 ６か月 ○ １歳

松　代 公 松 代 保 育 園 松　代 597-2178 7：30～19：00 ６か月 ○ １歳 ○

松之山 公 松 之 山 保 育 園 松之山 596-2225 7：30～18：30 ６か月 ○ １歳 ○
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専門機関・事業者との
連携、相談体制の充実

【取り組み事業】

　⑬総合相談支援事業

　
市
の
高
齢
者
人
口
が
占
め
る
割
合
は
、

年
々
増
加
傾
向
で
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢

者
の
身
体
機
能
の
低
下
を
未
然
に
防
止

し
、
維
持
向
上
す
る
た
め
の
介
護
予
防
へ

の
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
と
と
も
に
要
介

護
認
定
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
現
状

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
や
訪
問
看

護
な
ど
）
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
老
人

福
祉
施
設
〈
特
養
〉
や
介
護
老
人
保
健
施

設
な
ど
）
の
見
込
み
量
と
給
付
額
は
、
い

ず
れ
も
要
介
護
認
定
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り
「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
期

間
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態

に
な
る
前
か
ら
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
や
権
利
擁
護
、
包
括
的
・
継
続
的

な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
う
も
の

で
す
。
今
回
の
計
画
で
は
、
次
の
３
つ
を

行
い
ま
す
。

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実

②
運
動
教
室
な
ど
介
護
予
防
事
業
の
推
進

③
認
知
症
予
防
と
認
知
症
見
守
り
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
事
業
の
体
制
づ
く
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

地
域
支
援
事
業
の
推
進

【
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）　

　
　
　
　
　
の
保
険
料
を
見
直
し
ま
す
】

　
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
の
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

（
３
年
間
）
の
給
付
費
を
推
計
し
て
算
出

し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
基
準
年
額
（
所
得
段
階
が

第
４
段
階
）
は
４
８
、０
０
０
円
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
４
４
、
４
０
０
円
よ
り
も
月

額
で
３
０
０
円
の
上
昇
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
や
多
く

の
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
見
込

み
か
ら
、
給
付
費
が
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
で
す
。

※
基
準
額
（
年
額
）
＝
市
で
介
護
給
付
に

　
か
か
る
費
用
×
65
歳
以
上
の
負
担
分
　

　（
20
％
）
÷
65
歳
以
上
の
人
数

【
所
得
段
階
の
見
直
し
】

　
所
得
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
や
、

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
所
得

段
階
を
こ
れ
ま
で
の
６
段
階
か
ら
８
段
階

に
見
直
し
ま
す
。

保
険
料
の
見
直
し

所得段階 対　　　　　　　　　　象 保険料（月額） 保険料（年額）

第１段階
・生活保護の受給者
・老齢福祉年金の受給者で、本人及び世帯員全員が住民税非課税の場合

2,000円 24,000円

第２段階
・本人及び世帯員全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
　年金収入額が80万円以下の人

2,000円 24,000円

第３段階 ・本人及び世帯員全員が住民税非課税で、第２段階以外の人 3,000円 36,000円

第４段階 ・本人が住民税非課税で、世帯内に住民税課税者がいる人 4,000円 48,000円

第５段階 ・本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円未満の人 5,000円 60,000円

第６段階 ・本人が住民税課税で、合計所得金額が200万円以上400万円未満の人 6,000円 72,000円

第７段階 ・本人が住民税課税で、合計所得金額が400万円以上600万円未満の人 7,000円 84,000円

第８段階 ・本人が住民税課税で、合計所得金額が600万円以上の人 8,000円 96,000円

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
降
、
３
年
ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
や
保
険
料

な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
は
「
第
４
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。

と
も
に
支
え
合
い
み
ん
な
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

介護国保課介護保険係
☎757-3757
福祉課高齢福祉係
☎757-9758

問
合
せ

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

0

20,000

19,000

18,000

2,500

2,600

3,000

0

30

25

20

十日町市の高齢化率などの推移

18年 19年 20年

高齢化率〔市〕

〔国〕

〔県〕

（人） （％）

高齢者人口等の推移

要介護認定者数の推移　
こ
の
交
付
金
は
、
介
護
保
険
料
の
上
昇

を
少
し
で
も
低
く
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
か
ら
市
へ
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
平
成
21
年
度
に
、
介
護
の
現
場
で
働
く

皆
さ
ん
の
処
遇
を
改
善
す
る
た
め
、　
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
際
に
発
生
す
る
費

用
（
介
護
報
酬
）
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
年
々
上
昇
し
て
い
る
介
護

給
付
費
が
さ
ら
に
上
昇
す
る
こ
と
に
な

り
、
介
護
給
付
費
の
財
源
と
な
る
介
護
保

険
料
の
上
昇
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
は
市
に
対
し
て
介
護
報

酬
改
定
に
伴
い
上
昇
し
た
介
護
給
付
費
分

に
つ
い
て
交
付
金
を
交
付
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
介
護
報
酬
改
定
に
伴
っ
て
上
昇
す

る
介
護
給
付
費
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
の
３
年
間
合
計
で
約
４
億
円
に

も
上
り
ま
す
が
、
こ
の
交
付
金
を
受
け
る

こ
と
で
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
１
・
４

％
程
度
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
従
事
者
処
遇
改
善

�

臨
時
特
例
交
付
金

交流の促進と
活動の拠点づくり

【取り組み事業】

①集落安心づくり事業

②老人クラブ活動等事業

健康・生きがいづくり
事業の促進

【取り組み事業】

③高齢者生きがい活動
　支援通所事業
④病院付添い援助事業
⑤敬老事業
⑥シルバー人材センター
　助成事業
⑦家事型ホームヘルプ
　サービス事業
⑧たっしゃで100事業

地域支援体制の整備

【取り組み事業】

⑨高齢者ハウス
　運営費補助事業
⑩要援護世帯
　除排雪援助事業
⑪高齢者
　緊急通報装置貸与事業
⑫高齢者
　日常生活用具給付事業

介護認定世帯への支援

【取り組み事業】

⑭高齢者・障害者向け
　安心住まいる整備補助事業
⑮寝たきり老人等
　介護手当支給事業
⑯紙おむつ等購入費支給事業
⑰高齢者外出支援サービス事業

　市では、老人福祉法の規定に基づき、３年ごとに老人福祉の見直しを行っています。今回、

平成21年度から23年度までの高齢者福祉サービスの必要量や施設整備の方針を定めました。

◆計画の概要◆

　市の高齢化率は３割を超え、今後も高齢化は進んでいきます。このような状況の中で、高齢者が

住み慣れた地域社会で生きがいを感じ、健康で自立した生活を安心して営んでいけるように、老人

福祉施策の基本理念・基本目標を定め、下記のとおり17の事業に取り組んでいきます。

基本理念

ともに支え合いみんなが安心して心豊かに暮らせるまちづくりを目指して

十日町市老人福祉計画の概要をお知らせします

基本目標１

心をつなぐ　
　地域づくり

基本目標２

楽しく暮らせる
地域づくり

基本目標３

安心して暮らせる
地域づくり

6市報とおかまち『だんだん』平成21年3月25日号市報とおかまち『だんだん』平成21年3月25日号7



森林整備をしませんか

詳
し
く
は
、
農
業
振
興
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
産
米
の
生
産
調
整
実
施
者

が
、
21
年
産
米
も
引
き
続
き
生
産
調
整
を

実
施
し
た
場
合
、
水
田
フ
ル
活
用
推
進
交

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。こ
の
交
付
金
は
、

20
年
産
米
の
主
食
用
水
稲
作
付
面
積
10
ア

ー
ル
当
た
り
３
、
０
０
０
円
を
交
付
す
る

も
の
で
、
今
年
限
り
の
国
の
制
度
で
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
提
出
し
た
水
稲
生
産

調
整
実
施
計
画
に
よ
り
、
21
年
産
米
の
取

組
状
況
を
確
認
し
、
5
月
下
旬
に
対
象
者

の
口
座
へ
振
り
込
む
予
定
で
す
。

　
計
画
ど
お
り
生
産
調
整
を
実
施
し
な
い

場
合
は
、交
付
金
全
額
返
還
と
な
り
ま
す
。

生
産
調
整
の
確
実
な
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。
　

　
国
か
ら
示
さ
れ
た
、
平
成
21
年
産
米
の

生
産
調
整
の
当
初
数
量
配
分
は
、
作
付
率

71
・
１
％
と
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
十
日
町
市
米
政
策
改
革

推
進
協
議
会
で
は
、
都
道
府
県
調
整
に
よ

り
１
、４
７
０
ト
ン
の
買
い
受
け
を
行
い
、

昨
年
同
様
に
74
・
５
％
の
作
付
率
を
確
保

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
景
気
浮
揚
策

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
農
業
者
の
米
生
産
販
売
高
が
約

４
億
３
、
０
０
０
万
円
増
加
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

　
平
成
21
年
産
米
の
国
、
県
、
及
び
十
日

町
市
の
需
要
量
情
報
は
〈
表
１
〉
の
と
お

り
で
す
。
平
成
21
年
産
米
の
生
産
調
整
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

21年産米の需要量情報（都道府県調整後）

　米の需要（消費）量が年々減少する一方、昨年の全国的な

豊作による生産量の増加で依然として米余りが続いていま

す。そのような中で、市は産地確立交付金などを財源とし

た都道府県間調整により、作付け数量の買い受けを行うと

ともに、主食用以外での水田の有効活用を目指す独自支援

を行い、農業の振興を目指します。

　
今
冬
の
少
雪
に
よ
り
水
稲
の
作
付
時
の

水
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
渇

水
に
よ
り
植
え
付
け
不
能
田
が
３
・
６
へ

ク
タ
ー
ル
（
中
魚
沼
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）
あ
り

ま
し
た
。
節
水
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

水田に直に種をまく直
じか

播
ま

き栽培の実証

《農業ミニ知識》
●調整水田＝代かきを行い、いつでも耕作できる

状態に管理している水田。

●保全管理水田＝水を入れず管理している水田。

●低コスト生産＝直播栽培（水田に直に種をまく

栽培方法）、疎植栽培（株間30p、条間30pに

するなど荒く植えること）、土壌診断に基づく

肥培管理などの栽培方法のこと。

●播
は

種
しゅ

前契約＝種をまく前に米粉米として出荷

し、活用する契約を米粉活用業者などと締結す

ること。

水田の有効活用に向けた市の支援制度 生
産
調
整
を
実
施
し
て

水
田
フ
ル
活
用
推
進
交
付
金
を

渇
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

農
林
課
農
業
振
興
係

　
　
☎
７
５
７
│
９
９
２
２

川
西
支
所
農
林
建
設
課
農
業
振
興
係

　
　
☎
７
６
８
│
４
９
５
４

中
里
支
所
農
林
建
設
課
農
業
振
興
係

　
　
☎
７
６
３
│
２
５
１
０

松
代
支
所
農
林
建
設
課
農
業
振
興
係

　
　
☎
５
９
７
│
３
５
６
０

松
之
山
支
所
農
林
建
設
課
農
業
振
興
係

　
　
☎
５
９
６
│
３
１
３
２

区　分 21年産米 20年産米 前年比

国 数量
815万

トン
815万

トン
±0万
トン

新潟県 数量
57万5,040

トン
57万5,000

トン
＋40
トン

十日町市

数量
2万1,637.58

トン
2万969.52

トン
＋668.06

トン

面積 4,267.08ha 4,136ha ＋131.08ha

21年産米の生産調整
　森林は、国土の保全や水源のかん養のほか、二酸化炭素

の吸収源として地球温暖化の防止にも重要な役割を果たし

ています。しかし、近年は間伐などの手入れが不足してい

る森林が増えるなど、森林の機能低下が危ぶまれています。

特に杉などの人工林は適切な手入れが必要不可欠です。

　将来のために、地域にとってかけがえのない森林を育て

ていきましょう。

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
面
積
が
必
要
で
す
。

◆
補
助
の
対
象

：
除
間
伐
や
枝
打
ち

◆
補
助
率

：
お
お
む
ね
60
〜
70
％
（
施
業

　
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
市
補
助

　
里
山
エ
リ
ア
再
生
交
付
金
の
対
象
森
林

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
事
業

費
か
ら
国
・
県
補
助
金
を
差
し
引
き
、
残

額
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

　
国
・
県
補
助
と
市
補
助
を
利
用
す
る
と

森
林
所
有
者
の
自
己
負
担
は
大
幅
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
集
落
・
共
有
名
義
の
杉
林

が
約
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
が
、

過
疎
化
や
高
齢
化
に
伴
い
、
手
入
れ
さ
れ

ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　
市
で
は
、
集
落
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
自

分
た
ち
の
杉
林
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
共
同
作
業
に
よ
る
下
草
刈
り
・
除

間
伐
・
枝
打
ち
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
補

助
金
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
２
５
、
０

０
０
円
で
す
。

◆
補
助
金
の
上
限
額

　
１
集
落
１
０
０
、
０
０
０
円
（
複
数
回

実
施
す
る
場
合
は
、
累
計
が
上
限
額
に
達

す
る
ま
で
申
請
で
き
ま
す
）

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
平
成
21
年
度
か
ら

25
年
度
ま
で
の
５
か
年
事
業
で
す
が
、
集

落
共
有
林
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
場
合

は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
集
落
共
有
林
に
目
を
向
け

て
、
集
落
の
環
境
保
全
の
た
め
に
整
備
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
間
伐
は
、「
切
り

捨
て
間
伐
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、
間
伐
さ
れ

た
杉
は
２
メ
ー
ト
ル
程
度
に
切
断
さ
れ
て

林
内
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
間
伐
材
を
ま
き
な
ど
に
利
用
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
昨
年

か
ら
、
間
伐
材
の
購
入
を
条
件
に
運
搬
費

を
支
援
す
る
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
間
伐

材
の
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
農
林
課
林

政
農
災
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）。

◆
申
込
み
締
切

：

５
月
29
日
㈮

※
間
伐
材
の
運
搬
は
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。

●
問
合
せ

　
農
林
課
林
政
農
災
係

　
　
☎
７
５
７
│
９
９
１
７

十
日
町
市
の
森
林

　
市
に
は
、
約
３
２
、
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
民
有
林
が
あ
り
、そ
の
う
ち
の
約
９
、

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
杉
な
ど
の
人
工
林

で
す
。
さ
ら
に
、
間
伐
適
齢
期
の
20
〜
50

年
生
の
杉
は
約
５
、
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
年
間
約
１
０
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
間
伐
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
杉

の
成
長
に
あ
わ
せ
て
２
、
３
回
の
間
伐
が

必
要
で
す
の
で
、
十
分
な
整
備
が
行
わ
れ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く
な
る

中
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、「
森
林
の
間
伐
等

の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
間
伐
等
促
進
法
）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
施
業
も
可
能
と
な
る

な
ど
、
間
伐
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
施
業
の
林

齢
制
限
を
受
け
て
い
た
36
年
生
以
上
の
杉

に
つ
い
て
も
、「
里
山
エ
リ
ア
再
生
計
画
」

を
策
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
補
助
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
民
間
事
業
者
に
よ
る
施
業
は
別
途
相
談

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
里
山
エ
リ
ア
再
生
交
付
金
（
国
・
県
補
助
）

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
１
か
所
０
・
１

森
林
整
備
へ
の
補
助

林
業
へ
の
追
い
風

集
落
共
有
林

整
備
支
援
事
業
（
新
規
）

間
伐
材
利
用
促
進

支
援
事
業
（
継
続
）

〈表１〉

　国では、食糧自給力の向上と自給率 50％を目

指し、今年度から調整水田や保全管理水田に米

粉米・飼料用米など主食用以外の作物を作付拡

大した農家に、その拡大面積に応じて助成金を

交付する水田等有効活用促進制度を創設しまし

た。この制度の適用には、農家の競争力強化の

ため低コスト生産や播種前契約を行うなど、多

くの要件があります。

　このため、市では独自支援制度を設けて、国

の要件を満たさない米粉米・飼料用米などを生

産する農家を支援します。
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４
月
１
日
か
ら
、
21
年
度
固
定
資

産
税
に
係
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

な
ど
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
借
地
人
・
借
家
人
の
皆
さ
ん
も
、

関
係
す
る
固
定
資
産
の
評
価
額
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
・
閲
覧
及
び
証
明
書
の
申
請

は
、
土
地
や
家
屋
の
所
在
地
に
関
係

な
く
、本
庁
税
務
課
土
地
資
産
税
係
・

家
屋
資
産
税
係
及
び
各
支
所
市
民
課

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、地
籍
図
及
び
更
正
図
は
、

土
地
の
所
在
す
る
本
庁
ま
た
は
支
所

で
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◎
縦
覧
期
間

：

４
月
１
日
㈬
〜
６
月

　
１
日
㈪
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分

　
〜
午
後
５
時
30
分

◎
縦
覧
で
き
る
人

　
①
納
税
者

　
②
納
税
者
と
同
居
の
親
族

　
③
納
税
管
理
人

　
④
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
を
持
参

　
　
し
た
人
（
法
人
は
代
表
者
印
が

縦
覧
・
閲
覧
及
び

証
明
交
付
申
請
の
場
所

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
必
要
）

◎
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　（
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
、　

　
運
転
免
許
証
な
ど
）

◎
閲
覧
期
間

：

４
月
１
日
㈬
〜
通
年

◎
閲
覧
で
き
る
人

　
①
納
税
義
務
者

　
②
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

　
③
納
税
管
理
人

　
④
借
地
人
・
借
家
人

　
⑤
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任
状
を

　
　
持
参
し
た
人
（
法
人
は
代
表
者

　
　
印
が
必
要
）

◎
必
要
な
も
の

：

縦
覧
と
同
じ
（
借

　
地
人
・
借
家
人
は
契
約
書
な
ど
権

　
利
関
係
を
示
す
書
面
）

　
縦
覧
期
間
中
の
縦
覧
及
び
閲
覧
は

無
料
で
す
が
、
証
明
書
の
発
行
に
は

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

●
申
請
・
問
合
せ

　
税
務
課
土
地
資
産
税
係
・
家
屋
資

　
産
税
係
　
☎
７
５
７
―
３
７
２
８

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明

手
　
数
　
料

固
定
資
産
税
「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
と
「
課
税
台
帳
」

の
閲
覧
が
で
き
ま
す

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
９

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
９

○
十
日
町
市
・
津
南
町
内

・
十
日
町
市
本
町
分
庁
舎

・
十
日
町
市
各
支
所
地
域
振
興
課

・
十
日
町
市
中
央
公
民
館
及
び
各
地
区
公

民
館
（
予
定
）

　
大
地
の
芸
術
祭
は
、
地
域
全
体
を
美
術

館
に
見
立
て
て
、
作
品
鑑
賞
は
す
べ
て
有

料
と
い
う
考
え
の
も
と
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト

の
購
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
を
購
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
地
の
芸
術
祭
作
品
と
関

連
施
設（
光
の
館
、ま
つ
だ
い
農
舞
台
、「
森

の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
）
を
１
回
ず
つ
無
料

で
鑑
賞
・
入
館
で
き
ま
す
。
一
部
の
作
品

は
別
途
入
館
料
・
鑑
賞
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
作
品
を
２
回
以
上
見

る
場
合
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
個
別
鑑

賞
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

・
ク
ロ
ス
10
（
予
定
）

・
十
日
町
情
報
館

・
十
日
町
市
博
物
館

・
越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ
（
予
定
）

・
下
条
温
泉
み
よ
し
の
湯
（
予
定
）

・
千
手
温
泉
「
千
年
の
湯
」

・
光
の
館

・
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
（
予
定
）

・
ま
つ
だ
い
農
舞
台

・
ま
つ
だ
い
芝
峠
温
泉
「
雲
海
」（
予
定
）

・｢

森
の
学
校｣

キ
ョ
ロ
ロ

・
ほ
っ
く
ほ
く
何
で
も
案
内
所
（
予
定
）

・
ま
つ
だ
い
駅
観
光
案
内
所
（
予
定
）

・
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
（
予
定
）

・
津
南
町
役
場
（
地
域
振
興
課
）

・
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

・
農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館
「
な
じ
ょ
も

ん
」（
予
定
）

・
津
南
町
観
光
協
会
事
務
所

な
ど

○
県
内

・
県
内
ジ
ャ
ス
コ
全
店
（
予
定
）

・
新
潟
三
越
（
予
定
）

・
新
潟
伊
勢
丹
（
予
定
）

・
新
潟
大
和
、
長
岡
大
和
、
上
越
大
和
（
予

定
）

・
越
後
交
通
㈱
各
観
光
セ
ン
タ
ー

・
東
頸
バ
ス
㈱

・
新
潟
県
庁
職
員
生
協
売
店
（
予
定
）

な
ど

○
全
国

・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　（
Ｌ
コ
ー
ド

：

３
３
９
１
１
）

・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　（
Ｐ
コ
ー
ド

：

６
８
８
|
５
５
４
）

・
イ
ー
プ
ラ
ス

・
Ｃ
Ｎ
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

・
全
国
の
セ
ブ
ン

�

イ
レ
ブ
ン
（
店
頭
に

設
置
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
直
接
購
入

で
き
ま
す
）

・
全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
（
店
頭
に
設
置
の
ロ

ッ
ピ
ー
で
直
接
購
入
で
き
ま
す
）

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
み
ど
り
の
窓
口
・
び
�
う

プ
ラ
ザ
（
一
部
取
り
扱
い
し
て
い
な
い

駅
が
あ
り
ま
す
）

・
チ
ケ
ッ
ト
Ｊ
Ｔ
Ｂ

・
大
地
の
芸
術
祭
東
京
事
務
局
（
㈱
ア
ー

ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

な
ど

・
地
元
券
は
、
十
日
町
市
及
び
津
南
町
在

住
の
人
の
み
購
入
で
き
ま
す
。
購
入
で

き
る
の
は
、
上
記
の
十
日
町
市
・
津
南

町
内
の
販
売
場
所
で
す
。

・
特
典
と
し
て
、
温
泉
施
設
、
旅
館
、
博

物
館
、
資
料
館
、
美
術
館
、
レ
ン
タ
カ

ー
な
ど
へ
の
利
用
割
引
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
参
加
割
引
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
会
期
中
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、新
潟
市「
水
と
土
の
芸
術
祭
」

（
７
月
18
日
㈯
〜
12
月
27
日
㈰
）
の
当

日
パ
ス
ポ
ー
ト
（
２
、
５
０
０
円
）
が

会
期
中
前
売
価
格
２
、
０
０
０
円
で
購

入
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
観
光
交
流
課
芸
術
祭
推
進
室

　
☎
７
５
７
|
２
６
３
７

区　　分
一　般　販　売

地　　元
前　売 当　日

一　　　般 3,000円 3,500円

1,500円大　学　生

シ ル バ ー
(65歳以上)

2,000円 2,500円

小・中・高生 500円 800円 ※

共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は
？

販
売
場
所
・
販
売
窓
口

　
今
年
の
７
月
26
日
㈰
か
ら
９
月
13
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻

有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
９
」
の
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト
と
な
る
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト

が
い
よ
い
よ
販
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
芸
術
祭
作
品
鑑
賞
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
外
の
知
り
合

い
や
親
せ
き
に
も
ぜ
ひ
購
入
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
開
始
！

第４回大地の芸術祭　共通パスポートの価格

※県内の小･中学生には、後日学校などを通じて無料引換券
　を配布します。

もうすぐ春です

国民年金の手続きはお済みですか

　国民年金には、20歳から60歳になるまでのすべて

の人が加入します。学生も加入が義務付けられていま

す。

　経済的理由などで保険料の納付が困難な場合は、申

請免除（猶予）の制度があります。免除（猶予）期間

は、年金受給に必要な資格期間に含まれますが、年金

額は減額となります。

◆国民年金のスタートは20歳から

◆就職・退職したら届出を
　就職して厚生年金や共済組合などに加入した場合

や、退職して国民年金に加入する場合は、住所地の国

民年金係への届出が必要です。なお、厚生年金や共済

組合などに加入している配偶者の扶養になる場合は、

配偶者の勤務先に届け出てください。

■届出に必要なもの＝年金手帳、就職または退職日が

　わかる証明書（就職の場合は就職先の健康保険証で

　も結構です）

◆国民年金保険料額について
　国民年金保険料は、平成17年度から29年度まで

毎年少しずつ引き上げられ、21年度の保険料は月額

14,660円となります。

◆免除（猶予）制度の活用を

◆学生納付特例制度の活用を
　一般に学生は所得がないため、保険料を自分で納め

ることが困難です。学生納付特例を申請することによ

って、納付が猶予されます。特例期間は、年金受給に

必要な資格期間に含まれますが、年金額には反映され

ません。

※申請免除（猶予）と学生納付特例は、10年以内に追

　納すると通常に納付したのと同じ扱いになります。

◆口座振替をご利用ください
　口座振替は、割引制度もあり、納める手間や納め忘

れもなく便利です。

■手続き＝預貯金口座のある金融機関・郵便局の窓口

　でお願いします。

■手続きに必要なもの＝年金手帳、納付通知書、預貯

　金通帳、印鑑（通帳使用印）

◎問合せ　市民生活課年金係　☎757-3748または各支所市民課
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昨
年
12
月
に
十
日
町
市
保
育
所
適
正
配

置
検
討
委
員
会
（
瀧
澤
眞
矢
子
委
員
長
）

か
ら
、
公
立
保
育
所
・
へ
き
地
保
育
所
の

適
正
配
置
、
適
正
な
保
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
提
言
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
保
育
所

の
適
正
配
置
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

イ
　
新
規
入
所
児
童
数
が
年
間
で
5
人
未

　
　
満
の
施
設

②
保
育
士
配
置
数

　
園
長
と
副
園
長
を
除
い
て
、
市
の
保
育

士
配
置
基
準
に
よ
る
年
齢
別
配
置
係
数
の

合
計
が
「
2
・
0
未
満
」
の
施
設

③
施
設

　
老
朽
化
が
進
み
、
維
持
修
繕
管
理
に
多

く
の
経
費
が
か
か
る
施
設
ま
た
は
使
用
に

危
険
が
伴
う
施
設

④
代
替
保
育
機
能

　
同
じ
地
域
（
地
域
協
議
会
の
範
囲
）
ま

た
は
隣
接
す
る
地
域
に
代
替
保
育
施
設
が

所
在
す
る
施
設

⑵
へ
き
地
保
育
所

①
入
所
児
童
数
が
へ
き
地
保
育
所
の
基
準

を
大
幅
に
下
回
る
施
設

　
平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
お
い
て
、

2
年
間
連
続
し
て
1
日
当
た
り
の
平
均
入

所
児
童
数
が
10
人
を
下
回
り
、
3
年
目
に

10
人
以
上
と
な
る
見
込
み
が
な
い
と
き

は
、
2
年
目
の
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
と

す
る
。

②
入
所
児
童
数
が
へ
き
地
保
育
所
の
基
準

を
大
幅
に
上
回
る
施
設

　
1
日
当
た
り
の
平
均
入
所
児
童
数
が
60

人
以
上
継
続
し
て
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

保
育
所
設
置
認
可
基
準
を
満
た
し
て
い
る

た
め
、
へ
き
地
保
育
所
か
ら
社
会
福
祉
法

人
な
ど
の
運
営
に
よ
る
認
可
保
育
所
へ
の

転
換
を
目
指
す
。

●
問
合
せ
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
７
５
７
︱
９
１
６
９

へ
の
移
行
計
画
な
ど
を
加
味
し
、
今
ま
で

の
実
績
と
併
せ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を

見
込
ん
だ
。

⑷
施
設
整
備
計
画

　
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
施
設
整
備

計
画
な
ど

３
、
第
1
期
計
画
と
の
変
更
点

⑴
基
本
的
な
考
え
方
や
数
値
目
標
の
基
準

値
は
第
1
期
計
画
を
踏
襲
す
る
。

⑵
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
目

標　
第
1
期
計
画
で
は
国
の
指
針
で
あ
る
1

割
で
設
定
し
た
が
、
第
2
期
計
画
で
は
当

事
者
の
ニ
ー
ズ
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ

ア
ホ
ー
ム
の
開
設
予
定
な
ど
に
よ
り
、
国

の
基
準
を
上
回
る
24
・
1
％
と
し
た
。

⑶
23
年
度
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み

量
の
修
正

　
生
活
訓
練
や
就
労
継
続
支
援
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
は
当
事
者

の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
も
増
え
る
こ
と
を
見
込
み
、
上
方
修
正

し
た
。
な
お
、
生
活
介
護
や
短
期
入
所
な

ど
、
現
在
ま
で
の
実
績
と
当
事
者
の
ニ
ー

ズ
に
よ
り
、
第
1
期
計
画
よ
り
下
方
修
正

し
た
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

●
問
合
せ
　
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
７
５
７
︱
３
７
８
２

保
育
所
の
適
正
配
置

方
針
を
定
め
ま
し
た

1
、
保
育
所
の
適
正
規
模

⑴
公
立
保
育
所

　
現
在
の
保
育
所
設
置
認
可
基
準
で
は
、

定
員
は
原
則
と
し
て
60
人
以
上
で
あ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な

保
育
の
実
施
と
効
率
的
な
運
営
が
求
め
ら

れ
る
私
立
認
可
保
育
所
を
参
考
に
す
る

と
、
公
立
保
育
所
の
定
員
は
お
お
む
ね
60

人
か
ら
90
人
が
適
正
で
あ
る
。

⑵
へ
き
地
保
育
所

　
へ
き
地
保
育
所
の
定
員
は
お
お
む
ね
30

人
程
度
が
適
正
で
あ
る
。

2
、
保
育
所
の
適
正
運
営
基
準

⑴
公
立
保
育
所

　
平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
お
い
て
、

2
年
間
連
続
し
て
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
施
設
は
3
年
目
か
ら
新
規
入
所

の
募
集
を
行
わ
な
い
。

①
児
童
数

ア
　
入
所
児
童
数
が
30
人
未
満
の
施
設

　
障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生

活
・
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
み
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
方
法
な
ど

を
定
め
た
、
第
2
期
十
日
町
市
障
害
福
祉

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

１
、
計
画
期
間

　
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
3
年
間

２
、
計
画
の
概
要

⑴
第
1
期
計
画
（
平
成
18
年
度
〜
20
年
度

ま
で
の
3
年
間
及
び
23
年
度
の
見
込
み
）

の
見
直
し

⑵
平
成
23
年
度
末
の
目
標
値
の
設
定

①
施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
目

標
②
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活

へ
の
移
行
目
標
③
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就

労
へ
の
移
行
目
標

⑶
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込
み

　
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
障
害
者

関
係
団
体
や
関
係
事
業
者
な
ど
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
当
事
者
の
意
向
や
事

業
所
の
今
後
の
施
設
整
備
計
画
、
新
体
系

　
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交

換
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や
代
金

請
求
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
最
初
の
確
認

　
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や

テ
レ
ビ
局
、
そ
の
関
係
機
関
が
お
金
を
請

求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
金
を
支
払
う
前
に
必
ず
次
の
相
談
窓

口
ま
で
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
悪
質
商
法
の
現
状

◆
平
成
15
年
〜
20
年
に
29
件
の
発
生
が
報

　
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
う
ち
14
件
が
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
！

◆
内
容
ご
と
の
発
生
状
況

・
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
の
事
案

　
ア
ン
テ
ナ
工
事
業
者
を
装
っ
て
家
庭
を

訪
問
し
、
前
金
を
受
け
取
り
、
工
事
を
実

施
し
な
い
も
の
。

・
振
り
込
め
詐
欺
事
案

　
公
的
機
関
を
装
い
、
ビ
ラ
や
ハ
ガ
キ
な

ど
に
よ
り
不
特
定
多
数
を
対
象
に
し
て
、

地
デ
ジ
対
応
の
申
込
代
金
な
ど
を
指
定
口

座
に
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。

・
電
話
で
の
勧
誘
事
案

　
電
話
で
国
や
放
送
事
業
者
な
ど
を
装

い
、
工
事
の
勧
誘
や
工
事
代
金
の
振
込
の

要
求
な
ど
を
行
う
も
の
。

☆
地
上
デ
ジ
タ
ル
相
談
窓
口
を
開
設

　
総
務
省
新
潟
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
新
潟
）
が
２
月
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
２
０
１
１
年
７
月
24
日
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
完
全
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
受
信
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
デ
ジ
サ
ポ
新
潟
で
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ス
ム
ー
ズ
に
視
聴
で
き

る
よ
う
に
、

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
受
信
相
談

・
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
団
体
を

　
対
象
に
受
信
説
明
会
の
実
施

・
原
因
不
明
な
難
視
聴
の
場
合
は
受
信
状

　
況
の
調
査
の
実
施

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

「
受
信
者
サ
ポ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
相
談
窓
口

◆
総
合
相
談
窓
口

　
市
地
域
情
報
化
推
進
室

　
　
☎
７
５
７
―
３
１
９
６

◆
地
デ
ジ
に
関
す
る
相
談
窓
口
（
デ
ジ
サ

　
ポ
新
潟
連
絡
窓
口
）

　
総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１

◆
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

　
　
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
９
２

　
十
日
町
警
察
署

　
　
☎
７
５
２
―
０
１
１
０

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
９
６

　
定
額
給
付
金
の
給
付
が
一
部
の
市
町
村

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

振
り
込
め
詐
欺
・
個
人
情
報
の
搾
取
と
思

わ
れ
る
事
例
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
定
額
給
付
金
な
ど
の
給
付
に

関
し
、
電
話
で
の
口
座
情
報
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
郵
便
で
問
い
合
わ
せ

ま
す
。
万
一
、
不
審
な
電
話
や
訪
問
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

（
発
生
し
た
事
例
）

◆
「
○
○
市
役
所
の
者
だ
が
定
額
給
付
金

　
を
支
給
す
る
の
で
口
座
番
号
を
教
え
て

　
ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

◆
「
70
歳
以
上
の
人
は
振
込
手
続
き
が
大

　
変
な
の
で
、
早
め
に
口
座
番
号
を
教
え

　
て
ほ
し
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

◆
「
○
○
市
役
所
の
者
だ
が
定
額
給
付
金

　
が
出
る
の
で
、
携
帯
電
話
を
持
参
し
、

　
A
T
M
で
口
座
の
手
続
き
を
し
て
ほ
し

　
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

Ｑ

：

２
月
16
日
に
、
十
日
町
市
に
転
入
し

て
き
ま
し
た
。
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か
。

定
額
給
付
金
・
子
育
て

応
援
特
別
手
当
Ｑ
＆
Ａ

（
そ
の
２
）

振
り
込
め
詐
欺
・
個
人

情
報
の
搾
取
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の﹁
悪
質
商
法
﹂に
ご
注
意
！

Ａ

：

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
の
住
民
登

録
地
に
お
い
て
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
２
月
１
日

現
在
で
住
ん
で
い
た
市
町
村
役
場
か
ら
案

内
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

：

基
準
日
前
後
に
出
生
や
死
亡
が
あ
�

た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ

：

平
成
21
年
２
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
は
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

平
成
21
年
２
月
１
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た

人
も
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
単
身
は

除
く
）。

Ｑ

：

申
請
書
に
記
入
し
た
口
座
を
都
合
で

解
約
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す

か
。

Ａ

：

至
急
、
事
務
局
に
そ
の
旨
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
時
期

に
よ
っ
て
、
振
込
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｑ

：

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
購
入
し

よ
う
と
思
�
て
い
ま
す
。
面
倒
な
の
で
、

最
初
か
ら
商
品
券
で
も
ら
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

Ａ

：

面
倒
で
も
、
振
り
込
ま
れ
た
給
付
金

を
引
き
出
し
て
、
所
定
の
場
所
で
商
品
券

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
　

　
当
事
務
局
　
☎
７
５
７
︱
３
６
９
１

第２期
十日町市障害
福祉計画を
定めました
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「
十
日
町
市
公
民
館
設
置
60
周
年
記
念
」
の

冠
を
付
け
て
実
施
す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
21
年
度
が
市
内
全
地
域
に
公

民
館
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
60
周
年
に
な
る

こ
と
を
記
念
し
て
、
記
念
式
典
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
60
周
年

を
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
、
市
内
の
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
十
日
町
市
公
民

館
設
置
60
周
年
記
念
」
の
冠
を
付
け
て
実

施
し
て
も
ら
え
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

：

市
内
の
市
民
団
体

対
象
事
業

：

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
22
年
３
月
31
日
㈬

ま
で
に
行
わ
れ
る
市
民
の
文
化
・
芸
術
・

芸
能
・
教
養
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
の
振
興
に
資
す
る
事
業
で
、
有
料
・

無
料
を
問
わ
ず
市
民
に
広
く
観
覧
・
参

加
を
呼
び
か
け
る
事
業

　（
事
業
例
）

　
① 

音
楽
会
、
発
表
会
、
講
演
会

　
② 

展
覧
会
、
俳
句
・
短
歌
会
、
自
然
・

　
　 

歴
史
探
索
会
、
書
き
初
め
大
会

　
③ 

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
事
業

　
④ 

雪
ま
つ
り
、
交
流
事
業

対
象
外
事
業

：	

　
① 

営
利
ま
た
は
商
業
宣
伝
を
目
的
と

　
　 

し
た
事
業

　
② 

特
定
の
思
想
、
政
治
ま
た
は
宗
教

　
　 

的
な
内
容
を
含
む
事
業

　
③ 

社
会
の
一
般
的
ル
ー
ル
や
道
徳
に

　 

照
ら
し
て
不
適
切
で
あ
る
事
業

支
援
内
容

：	

　
① 

市
報
「
だ
ん
だ
ん
」
へ
の
掲
載

　
② 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

　
③ 

公
民
館
施
設
内
で
の
ポ
ス
タ
ー
な 

　 

ど
の
掲
示

　
④ 

60
周
年
記
念
実
施
事
業
と
し
て
記

　 

録

申
込
み
・
問
合
せ

：

　
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
申
請
書
（
問
合
せ

先
に
配
置
）
を
十
日
町
市
公
民
館
設
置
60

周
年
記
念
事
業
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十日町市次世代育成支援対策行動計画
策定委員を募集します

「十日町市バイオマスタウン構想」
を公表しました

妊婦健康診査受診費用について
助成回数を現在の５回から14回

に拡大します

◎４月１日以降に妊娠届を提出した人
　窓口で14回分の妊婦健康診査受診票をお渡しします。

◎３月31日までに妊娠届を提出した人
　３月末までに、４月１日以降使用する妊婦健康診査受診

票の必要枚数を郵送します。

◎１月27日〜３月31日の間に、妊婦健診を受診した際に
妊婦一般健康診査受診票を使用せずに病院の窓口で健診費
用を自己負担した人
　４月１日以降、申請により支払った費用の一部を助成し

ますので、領収書・母子健康手帳・口座番号の分かるもの

を持参して本庁健康支援課・各支所市民課で手続きをして

ください。

※３月31日以前に発行した妊婦一般健康診査受診票・妊 

婦超音波検査受診票・妊婦HBs抗原検査受診票は、４月

１日以降使用できません。

特定不妊治療(体外受精・顕微授精)に
係る費用の助成を開始します

　不妊治療を行う夫婦の経済的負担を軽減するた

めに、４月１日以降に特定不妊治療を実施し、県

から費用の助成を受けた市民の皆さんへ、１回に

つき10万円を上限として、１年度に１回、通算

５年間の助成を開始します。

◎対象：夫婦のいずれかが

市内在住で、県の特定不妊

治療費の助成を受けている

人

　市では、子どもを安心して生み育てられる社会を目指し、

次世代育成支援対策の後期５か年（平成22〜26年）の行動

計画を策定する委員を募集します。

◆募集人数：５人（策定委員会は20人以内で構成）

◆応募資格：就学前乳幼児の保護者で、市内に住所を有する

　　　　　　人

◆任　　期：委嘱の日から平成22年３月31日まで（１年）

◆報　　酬：１回の出席につき5,500円

　　　　　　※会議は年３回程度を予定

◆応募方法：子育てに関する作文（400字程度）に住所、氏

　　　　　名、生年月日、電話番号、職業を記載して提出

◆応募期間：４月1日㈬〜15日㈬（必着）

◆選考方法：原則として書類審査

　　　　　　※結果は４月下旬に文書で通知

◆申込み・問合せ：福祉課子育て支援係　☎757-9169

　市のバイオマスタウン構想が、内閣府と農林水

産省や環境省など６つの省で構成されるバイオマ

ス・ニッポン総合戦略推進会議において認められ、

２月27日に農林水産省より公表されました。

　この構想は、環境を重視した循環型社会の形成

を推進するため、家畜排せつ物やきのこ廃菌床、

林地残材、食品廃棄物などの動植物に由来する廃

棄物を、バイオマスエネルギーとして利活用する

方策を定めたものであり、十日町市バイオマスタ

ウン構想策定委員会で協議を重ね、策定したもの

です。

　詳しくは、今回の市報に折り込んだ概要版パン

フレットをご覧ください。

●問合せ　市民生活課環境政策室環境企画係

　　　　   ☎757-3740

●問合せ　本庁健康支援課 　  ☎757-9759

　　　　　川西支所市民課　　☎768-4957

　　　　　中里支所市民課　   ☎763-3121

　　　　　松代支所市民課 　  ☎597-2221

　　　　　松之山支所市民課　☎596-2169

仙
田
小
学
校

（
高
橋
雅
史
校
長
・
児
童
24
人
）全校児童と保護者で呼びかけを行いました

　本年度いっぱいで閉校になる、仙田小学校の閉校式が３月15日㈰に行われました。

閉校式には卒業生や地域住民など335人が出席。35年の歴史を刻んだ校舎に別れを惜

みました。また、閉校式に合わせて閉校記念碑の建立も行われ、仙田小学校校歌を刻

んだ記念碑の除幕式が行われました。仙田小学校は、４月１日から上野小学校に統合

し、児童たちは新しい学び舎で新学期を迎えます。

仙田小学校の閉校式が
行われました

　
仙
田
小
学
校
は
、
昭
和
49
年
に
室
島
の

仙
田
小
学
校
、中
仙
田
の
中
仙
田
小
学
校
、

岩
瀬
・
赤
谷
の
赤
岩
小
学
校
が
統
合
し
て

開
校
し
ま
し
た
。
昭
和
54
年
の
大
倉
冬
季

分
校
と
58
年
の
藤
沢
冬
季
分
校
の
閉
校
を

経
て
、
61
年
に
は
高
倉
小
学
校
を
統
合
。

昭
和
63
年
に
小
脇
分
校
を
閉
校
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
15
日
㈰
に
行
わ
れ
た

閉
校
式
で
、
高
橋
校
長
は
、「
仙
田
小
学

校
は
35
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
仙
田
っ
子

の
教
育
を
担
い
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

心
に
残
そ
う 

仙
田
小
】
を
合
い
言
葉
に
、

仙
田
っ
子
の
威
信
、
誇
り
を
胸
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
全
校
児
童
と
保
護
者
に
よ
る
呼
び

か
け
も
行
わ
れ
、
校
舎
、
地
域
、
先
生
に

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

【
い
つ
ま
で
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平成21年度 犬の登録・狂犬病予防注射の日程
犬を飼うためには、登録と予防注射が必要です。

◎費用　新規登録6,100円（注射代込み）、注射のみ3,100円　　◎持参するもの　案内はがき（既登録犬のみ）
◎注意事項　・会場での犬のフンは飼い主が責任を持って始末してください。
　　　　　　・犬が死んだ場合は届出が必要です。印鑑と鑑札・注射済票を持って本庁市民生活課・各支所市民課
　　　　　　　または集合注射会場までおいでください。
◎問合せ　市民生活課環境政策室生活環境係　☎757-3740

地域 期　日 会　　場 時　　　間

十
　
　
　
日
　
　
　
町

４月14日㈫

上新田自治会館 午前９時30分〜10時

下条公民館 午前10時15分〜11時

旧東下組保育所 午前11時20分〜11時30分

中条公民館 午後１時30分〜２時

新水克雪センター 午後２時20分〜２時40分

上原集会場 午後３時〜３時30分

４月17日㈮

十日町保健所 午前９時30分〜11時

旧八箇小学校 午前11時20分〜11時30分

吉田山谷集会所 午後１時30分〜１時50分

吉田公民館 午後２時〜２時20分

高島集会所 午後２時30分〜２時40分

羽根川荘 午後３時10分〜３時30分

４月23日㈭

市民体育館 午前９時20分〜10時20分

大井田コミュニティセンター 午前10時30分〜11時30分

水沢公民館 午後１時30分〜２時30分

平成園 午後２時40分〜３時

野中地区集会所 午後３時20分〜３時30分

５月10日㈰ 市役所本庁 午前９時30分〜11時30分

川
　
　
西

４月21日㈫

室島集落センター 午前９時15分〜９時25分

克雪管理センター 午前９時50分〜10時10分

小白倉集落センター 午前10時30分〜10時40分

高齢者コミュニティセンター 午前11時10分〜11時40分

上野地区コミュニティセンター 午後１時10分〜１時50分

千手中央コミュニティセンター 午後２時10分〜３時10分

５月10日㈰ 市役所本庁 午前９時30分〜11時30分

地域 期　日 会　　場 時　　　間

中
　
　
里

４月９日㈭

宮中集落センター 午前９時20分〜９時35分

おもやドライブイン 午前10時10分〜10時40分

白羽毛ふれあいセンター 午前11時〜11時15分

田代集落センター 午後１時30分〜１時40分

倉俣集落センター 午後２時〜２時15分

中里総合センター 午後２時35分〜３時10分

５月10日㈰ 津南町役場 午後１時45分〜２時30分

松
　
　
代

４月16日㈭

室野克雪管理センター 午前10時〜10時20分

蒲生生活改善センター 午前10時40分〜11時

松代支所 午前11時15分〜11時40分

松代支所 午後１時10分〜１時40分

芝峠温泉駐車場 午後１時50分〜２時

犬伏作業所 午後２時20分〜２時30分

５月10日㈰ 松代支所 午後３時30分〜４時

松
　
之
　
山

４月24日㈮

小谷集会所 午前10時〜10時５分

黒倉集会所 午前10時20分〜10時25分

浦田克雪センター 午前10時35分〜10時45分

中立山集落センター 午前10時55分〜11時

松之山支所 午前11時25分〜11時45分

上川手公会堂 午後１時15分〜１時20分

下布川コミュニティセンター 午後１時30分〜１時35分

東川防雪センター 午後１時45分〜１時50分

スキー場駐車場 午後２時５分〜２時25分

湯本駐車場 午後２時35分〜２時40分

５月10日㈰ 松代支所 午後３時30分〜４時

交通安全フェア
日時：４月11日㈯   午後１時〜３時

会場：妻有ショッピングセンター
　　　駐車場

　ちびっこ白バイ隊制服試着撮影や交通
安全ゴールキックゲーム、ビンゴゲーム、
自動車運転シュミレーターなど楽しいイ
ベント盛りだくさん！
　ジュース・風船のプレゼントもありま
す。

《運動の重点》
◎子どもと高齢者の交通事故防止

　元気に通学・通園する子どもたちと、高齢者を交

通事故から守りましょう。

◎すべての座席のシートベルトと

　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底

　全席シートベルト着用義務化から、まもなく１

年。シートベルトとチャイルドシートの重要性を認

識し、正しい着用を習慣付けましょう。

◎自転車の安全利用の促進

　自転車利用者が加害者となる事故が発生していま

す。交通ルールとマナーを守りましょう。13歳未

満の子どもには、ヘルメットを積極的に着用させま

しょう。

◎飲酒運転の根絶

　飲酒運転は重大な犯罪で、本人はもちろん、周り

にも大きな影響を及ぼします。「飲んだら乗らない

　乗るなら飲まない」を実践しましょう。

　４月10日㈮は交通事故死ゼロを目指す日です。
あわせて、交通安全ヘリコプターが田沢小学校を訪
問します。

ダンプによる巻き込み実験

交通安全フェア 4
月
6
日
㈪
〜
15
日
㈬

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
義
と
愛
の  

心
で
つ
な
ぐ  

春
の
道
〜

コ ー ス 学　　習　　内　　容 募集人数／定員 学習日時（１回２時間） 年間回数 参加費

ヨ　ガ
①・②

無理してやらない優しい「ハタヨガ」です。気持ちをリラッ
クスさせ、健康な心身を作ります。男性大歓迎です。 15 ／ 15人

①第１･ ３火曜日　午前９時30分～
②第１･ ３金曜日　午後２時～

20回 4,000円

社　交
ダンス

軽快なリズムにのって、楽しく社交ダンスの基礎を学びます。
初めての人も男性も大歓迎。 30 ／ 30人 第２･ ４金曜日　午後１時30分～ 22回 3,000円

料　理
①・②

おいしくて健康に良い料理を学びます。 10 ／ 25人
①第１･ ３金曜日　午前９時30分～
②第２･ ４金曜日　午前９時30分～

20回 5,500円

合　唱 童謡や流行歌を楽しく歌う「明石合唱団」です。男性大歓迎
です。 10 ／ 50人 第２･ ４木曜日　午後１時30分～ 20回 4,000円

俳　句 五・七・五の文字をとおして情感や自然を表現します。 ７／ 20人 第２･ ４火曜日　午後１時30分～ 21回 5,000円

写　真 撮影の技術を学び、自然や行催事、毎日の生活を写します。（撮
影会は午前〜） ４／ 30人 第２･ ４水曜日　午後１時30分～ 21回 5,000円

工　芸 おしゃれな飾り物や、本物そっくりな草花などを作ります。 ５／ 15人 第１･ ３木曜日　午後１時30分～ 22回 7,700円

手　芸 暮しに役立つ実用品、手編みの基礎などを学びます。 ５／ 20人 第２･ ４木曜日　午後１時30分～ 20回 6,000円

園　芸 季節ごとの植物や観葉植物の育て方、花木のせん定の仕方な
どを学びます。 30 ／ 30人 第２･ ４金曜日　午前９時30分～ 22回 4,000円

生け花 色彩や香りなどを楽しみながら、草月流生け花の花型法をき
っちりと学びます。 10 ／ 20人 第１･ ３金曜日　午後１時30分～ 20回 7,000円

パソコン
入　門
①・②

パソコン未経験者が対象です。４月～８月は公民館のパソコ
ンを使い、操作の基礎やインターネット検索を学び、９月以
降に自前のパソコンを使って文書作成の基礎を学びます。　
※参加者が10人に達しない場合は開設しません

17 ／ 17人
①第１･ ３木曜日　午前９時30分～
②第２･ ４水曜日　午前９時30分～

21回 7,000円

パソコン
初　級
①・②

キーボードで文章入力ができる人を対象に、表や写真の挿入
などによって分かりやすい文書を作る方法を学びます。ノー
トパソコンを持参して下さい。　※今までにパソコン初級コ
ース以上の上位コースで学んだ人は入れません

①５／ 20人
②３／ 20人

①第１･ ３水曜日　午前９時30分～
②第２･ ４水曜日　午前９時30分～

20回 6,000円

全体学習 学級生全体で行う学習です。健康に関する講演会や館外研修
を行います。

年１回（館外研修は６月23日㈫、費用は実費です）

高学会活動 学級生の立場から学級の運営を円滑に進めるために「高学会」を作り、いろいろな活動を行います。全体学習や、公民館まつりの計画・
運営、公民館と連携して学習の成果を地域に還元する活動にも積極的に取り組みます。

コ ー ス 学　　習　　内　　容 募集人数／定員 学習日時（１回２時間） 年間回数 参加費 申込み・問合せ

パソコン
かがやき

明石学級・パソコン初級コースから生まれたサークルで、少人
数できめ細やかな指導を受けられます。22回の活動日のほかに
も自習日を設け、お互いに教え合いながら楽しくパソコンを学
べます。今年度はエクセルやデジカメも学習します。

６／ 15人
第１・３木曜日
午前９時30分～

22回 15,000円
樋熊トイ子
☎752-4236

ハッスル
健康体操

無理のかからない運動で脳に刺激を与え、足腰を丈夫にして健
康な心身をつくります。 ７／ 34人

第１・３水曜日
午前９時30分～

21回 4,000円
庭野綾子

☎757-2319

健康体操
②

無理のかからない運動で脳に刺激を与え、足腰を丈夫にして健康な
心身をつくります。21回の活動日のほかにも自習日を設けてあります。 ７／ 35人

第２・４水曜日
午前９時30分～

21回 4,000円
南雲美津枝
☎752-2461

明石書道会 基礎練習から芸術入門まで、毛筆を楽しみながら学びます。一
般書付け、年賀状も学習します。 15 ／ 30人

第２・４火曜日
午前９時30分～

20回 6,000円
春日正明

☎752-3050

絵手紙の会 絵手紙の描き方の基礎から勉強します。参加者は高齢者が中心
ですが、和気あいあいと明るく楽しいサークルです。 ５／ 20人

第１・３水曜日
午後１時30分～

20回 6,000円
根津ヨリ

☎757-3975

デジカメ
しよう華

学習は月２回で、撮影指導・鑑賞・講評を交互に行い、定期的
に写真展を開催します。ときにはデジカメをポケットにぶらり
旅も。ほかの人の作品を鑑賞したり、コンテストに応募したり、
おもしろく楽しく、笑いの華を咲かせ「生涯青春！！」いっしょ
にファンタジーをのぞきましょう。

６／ 20人

第１・３水曜日
午前９時30分～
※会場は第１水曜日が
中央公民館、第３水曜日
が情報館です

20回 12,000円
風間栄光

☎757-2942

⃝会場・申込み・問合せ
　中央公民館☎757-5011

■期　間　４月〜平成22年３月　　■対　象　おおむね60歳以上の市民（ただし、ヨガコースは65歳以上）
■参加費　下表のとおりですが、定員に達しないときは参加費が高くなることがあります。
　　　　　また、下表の参加費は主に講師料に充てられますので、教材費などは別途必要となります。
■申込み期間　３月26日㈭〜４月７日㈫　※間違い防止のため、原則として本人の来館以外の申込みは受け付けません。

　明石学級は、高齢者対象の生涯学習事業です。「全体学習」・趣味や生きがいを高めるための「コース学習」・コ
ースを超えて活動する「高学会」の３つの柱で成り立っています。（１人で複数のコースに参加できます）

　中央公民館の高齢者事業である「明石学級」の中から生まれた、中央公民館の利用団体サークルです。生きがい
づくりや仲間づくりに、参加してみませんか。(１人で複数のコースに参加できます)

■期　間　４月〜平成22年3月　　■会　場　中央公民館
■参加費　下表のとおりですが、定員に達しないときは参加費が高くなることがあります。
■申込み　参加を希望する人は電話で申し込んでください。中央公民館では受け付けていません。

平成21年度

平成21年度

明石学級 学級生募集

サークル参加者を募集します

16市報とおかまち『だんだん』平成21年3月25日号市報とおかまち『だんだん』平成21年3月25日号17



廃
校
を
大
学
校
地
に 

松
代
都
市
交
流
の
始
ま
り

学
生
が
集
落
再
生
に
一
役

地域資源情報地図「キラ
かもマップ」を手に30
年を振り返る小堺さん

　松代地域と早稲田大学との交流を始めて今年で30年になり

ます。記念すべき今年は、現在松代地域で開催している雪ほり

ボランティアツアーや農山村体験実習などの年間プログラムに

加え、同大の講師を迎えて講義を行う「早稲田松代塾」など、

今後の交流の発展を目指しさまざまな催しを開催します。

「娘たちが遊びに帰ってきたようです」
と民泊を歓迎する齋藤國平さん（太平）
夫妻

学生たちとの交流の思い出を話す山岸
重雄さん（蒲生）夫妻

多彩な記念行事で　きずな深める多彩な記念行事で　きずな深める
松代早稲田交流30年地

域
と
大
学
を
結
ぶ

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

平成11年にほくほく線電車内で
行われた「早稲田寄席列車」

平成21年度講義「近代日本の思想と文化」連続５回

講師：佐藤能丸 氏　（早稲田大学講師・日本近現代史が専門）

早
稲
田
大
学
・
松
代
連
携
講
座 

早
稲
田
松
代
塾 

開
講

　
昭
和
54
年
8
月
、
廃
校
に
な
っ
た
旧
山

平
中
学
校
（
蒲
生
地
内
）
を
、
早
稲
田
大

学
（
早
大
）
の
校
外
施
設
に
す
る
た
め
の

譲
渡
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
学
生
の
ゼ
ミ
や

合
宿
で
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
同

時
に
、
藤
巻
幹
雄
さ
ん
（
松
代
・
74
歳
）

は
じ
め
地
元
の
有
志
、
早
大
Ｏ
Ｂ
で
あ
る

木
戸
一
之
さ
ん
（
横
浜
市
在
住
）
が
「
松

代
町
早
稲
田
大
学
協
力
会
」
を
結
成
。
昭

和
60
年
に
は
、
松
代
高
校
の
旧
学
生
寮
を

譲
り
受
け
て
改
修
し
、
主
に
早
大
生
た
ち

の
宿
泊
施
設
と
す
る
「
早
稲
田
ク
ラ
ブ
」

（
現
松
苧
ド
ー
ミ
ト
リ
ィ
）
を
開
設
し
て
、

早
大
と
松
代
と
の
交
流
の
橋
渡
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
以
降
、
昭
和
62
年
に
は
同
跡
地
内
に
早

大
が
校
外
施
設「
松
代
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

を
開
設
。
平
成
５
年
に
は
施
設
近
隣
に
あ

っ
た
旧
蒲
生
小
学
校
を
早
大
施
設
と
す
る

た
め
の
譲
渡
が
行
わ
れ
、
同
校
と
松
代
地

域
の
交
流
拠
点
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
の
整
備
が
進
む
と
、
学
生
と
地
域

の
交
わ
り
は
活
発
に
な
り
、
平
成
10
年
か

ら
は
、
学
生
た
ち
が
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
恩
返
し
に
と
松
代
地
域
内
の
老

人
宅
を
対
象
に
「
雪
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ア
ー
」を
実
施
。
平
成
18
年
か
ら
は「
ま

つ
だ
い
早
稲
田
じ
ょ
ん
の
び
ク
ラ
ブ
」
を

早
大
内
に
発
足
さ
せ
て
、
学
内
の
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
作
業
の

後
の
地
域
内
で
の
民
泊
は
、
心
の
通
う
交

流
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。同
年
に
は
、

早
大
の
授
業
と
し
て
の
「
農
山
村
体
験
実

習
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
11
年
の
交
流
20
周
年
に
は
、
マ
ン

ド
リ
ン
楽
部
の
公
演
や
ほ
く
ほ
く
線
電
車

内
で
の
「
早
稲
田
寄
席
列
車
」
を
実
施
し
、

多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
て
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
ま
た
、
早
大
理
工
学
部
が
毎

年
開
催
す
る
「
ユ
ニ
ラ
ブ
」
に
松
代
地
域

内
の
小
学
生
が
招
待
さ
れ
た
り
と
、
幅
広

い
相
互
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
蒲
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
過
疎
や
高
齢
化
な
ど
集

落
が
抱
え
る
問
題
を
学
生
と
住
民
と
が
互

い
に
考
え
、集
落
再
生
を
目
指
し
た
活
動
。

学
生
の
感
性
や
視
点
で
集
落
を
見
つ
め
な

が
ら
「
地
域
資
源
情
報
地
図
」
の
作
成
や
、

自
然
を
生
か
し
た
公
園
整
備
計
画
の
実
施

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
た
む

ら
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
稲
田
大
学
と
の
交
流
当
初
か
ら
携
わ

る
小
堺
清
さ
ん
（
蒲
生
・
73
歳
）
で
す
。

　
昭
和
53
年
、
早
大
誘
致
に
向
け
て
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
を
し
た
覚
え
が
あ

り
ま
す
。
校
地
が
で
き
る
と
野
球
部
や
ラ

グ
ビ
ー
部
が
来
て
く
れ
て
、
町
を
挙
げ
て

歓
迎
し
ま
し
た
。
現
在
も
、
年
間
を
と
お

し
て
ゼ
ミ
な
ど
で
多
く
の
学
生
が
来
て
い

て
活
気
が
あ
り
ま
す
。
交
流
を
重
ね
る
こ

と
で
早
大
生
が
集
落
に
溶
け
込
み
、
集
落

の
人
た
ち
も
親
し
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
関

係
が
で
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
成
果
と
し

て
、「
蒲
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ
う
な
、

学
生
と
住
民
に
よ
る
集
落
再
生
へ
歩
み
出

し
が
で
き
た
ん
で
す
。

　
交
流
30
周
年
を
記
念
し
て
、
早
稲
田
大

学
と
松
代
地
域
、
松
代
早
稲
田
協
力
会
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
は
、
広
く
市
民
を
対
象
に
し

た
「
早
稲
田
松
代
塾
」（
松
代
早
稲
田
協

力
会
主
催
）
を
開
講
し
ま
す
。
６
月
13
日

㈯
に
は
、
松
代
総
合
体
育
館
で
早
大
マ
ン

ド
リ
ン
楽
部
の
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成

に
よ
る
演
奏
会
を
開
催
。
夏
休
み
に
は
、

理
工
学
部
に
よ
る
「
子
供
理
科
教
室
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
棚
田
サ
ミ

ッ
ト
」
で
は
、
早
大
生
が
参
加
し
て
、
松

代
地
域
で
の
農
山
村
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
お

し
て
学
ん
だ
成
果
を
発
表
。
11
月
に
は
、

落
語
研
究
会
や
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に
よ
る

ほ
く
ほ
く
線
電
車
で
の
「
早
稲
田
寄
席
列

車
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ

ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
早
稲
田
松
代
塾
は
、
こ
れ
ま
で
の

市
民
講
座
と
は
少
し
異
な
り
、
趣
味
的
な

講
座
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
学
問
と
し
て

の
正
統
的
な
内
容
の
講
義
を
考
え
て
い
ま

す
。
人
材
は
、
地
方
に
お
い
て
こ
そ
多
く

見
い
だ
せ
ま
す
。
そ
の
埋
も
れ
て
い
る
部

分
に
自
ら
が
気
付
き
、
自
ら
を
高
め
る
き

っ
か
け
と
な
る
学
び
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
く
の
が
こ
の
塾
の
ね
ら
い
で
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
例
え
少
人
数
で
も
、
継

続
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
早
稲
田
大
学
は
、
開
か
れ
た
大
学
と
し

て
多
く
の
市
民
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
塾
も
、
大
学
の
教
員
が
持
つ
い
ろ
い

ろ
な
分
野
の
知
識
を
生
か
し
た
活
躍
の
場

に
な
り
、
ま
た
社
会
と
の
接
点
を
見
い
だ

せ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
塾
に
し
、
学
ぶ

楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
架
け
橋
に
な

れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
開
講
す
る

「
早
稲
田
松
代
塾
」
に
つ
い
て
、
塾
長
の

平
澤
茂
一
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

■会　場＝①早稲田大学松代セミナーハウス（蒲生）②松苧ドーミトリィ（松代高校前）
　　　　　※会場はいずれかで開催。受講生に連絡します。
■定　員＝30人（申込み先着順）　　■受講料＝１回500円（資料代）
■内　容＝幕末から戦後にかけて日本の思想と文化に影響を与えた人たちを幅広く講義し
　　　　　ます。学問的な研究に基づいた、分かりやすい漫談調の内容です。
〈日程〉第１回　５月24日㈰　午前：福澤諭吉　午後：大隈重信
  　 　　第２回　７月５日㈰　午前：徳富蘇峰　午後：三宅雪嶺
   　　　第３回　９月６日㈰　午前：安部磯雄　午後：吉田東伍
   　　　第４回	  11月８日㈰　午前：吉野作造　午後：古在豊子　　　
　　　　第５回　平成22年３月28日㈰  午前：石橋湛山　午後：角田柳作
〈時間〉午前の部：午前10時30分～正午　午後の部：午後１時30分～午後３時
　　　　※５回全ての講義を受講した人に修了証書を交付します。
　　　　　昼食を持参してください。（主催者で取りまとめも行います。１食500円）
■申込み＝住所、氏名、電話・FAX番号を明記のうえ、FAXで松代セミナーハウス　　　
　　　　　（FAX：025-597-2132）へ
■問合せ＝松代早稲田協力会　代表　木戸一之（☎045-316-2082)

講義で学ぶ人物

吉田東伍（第３回）：明治中期から大正期にかけて、新聞記者から独学の歴史学者となり、幅広
　い史的考察から日本の地理歴史学を樹立した学者。新潟県安田町（現在の阿賀野市）出身。
石橋湛山（第５回）：大正中期から昭和戦後にかけて、経済ジャーナリスト・政治家として活躍
　し、特に「小国主義」を主張して、日本の大国化に警鐘を鳴らした後の首相（第55代）。
角田柳作（第５回）：明治中期から昭和戦後にかけて、中学教員・ハワイでの校長・米本土での
　勉学を経て、米国人に日本の文化を幅広く伝えた「日本学」の開祖。

　
一
般
市
民
を
対
象
に
開
か
れ
た
学
び
の
場
と
し
て
開
講
す
る
「
早
稲
田

松
代
塾
」
。
早
稲
田
大
学
の
講
師
を
迎
え
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
た
講

義
を
毎
年
４
、
５
回
連
続
し
て
行
い
ま
す
。

平澤茂一氏
早稲田大学創造理工学部
教授
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園児大喜び！米粉で「どらやき」

　
３
月
８
日
㈰
、
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会

館
で
越
後
田
舎
体
験
推
進
協
議
会
主
催
の

「
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
、
十
日
町
市
・
上
越
市
な
ど
か

ら
体
験
交
流
に
関
心
の
あ
る
約
１
１
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。越
後
田
舎
体
験
は「
緑

豊
か
な
自
然
と
農
業
を
生
か
し
た
田
舎
を

体
験
し
、
地
域
の
宿
泊
施
設
な
ど
の
誘
客

を
図
り
観
光
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
、
旧
東
頸
城
郡
６
町
村
で
取
り
組

み
を
開
始
。
松
代
地
域
の
受
け
入
れ
は
、

平
成
11
年
の
２
団
体
40
人
か
ら
平
成
21
年

は
13
団
体
１
、
６
８
４
人
に
増
え
て
い
ま

す
。

　
講
演
会
に
先
立
ち
、
民
泊
を
受
け
入
れ

て
い
る
４
人
が
感
動
報
告
を
行
い
、
今
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
発
表
。
松
代
代
表
の
高
橋
笑
さ

ん
（
66
歳
）
は
、「
元
気
で
い
ら
れ
る
の

は
感
動
的
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
か
ら
。
民
泊
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
周

り
に
声
を
か
け
な
が
ら
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
越

後
田
舎
体
験
立
ち
上
げ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
指
導
し
た
体
験
教
育
企
画
代
表

の
藤
澤
安
良
氏
が
「
選
ば
れ
る
地
域
に
な

る
た
め
に
」と
題
し
講
演
。藤
澤
氏
は
、「
国

の
推
進
す
る
�
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
ま

だ
学
校
側
の
関
心
が
低
い
。
受
け
入
れ
側

と
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
の
モ
デ
ル

コ
ー
ス
や
見
積
り
、
教
育
効
果
ま
で
提
案

す
る
企
画
力
の
強
化
が
必
要
」
と
課
題
や

方
向
性
な
ど
を
話
し
、
今
後
の
越
後
田
舎

体
験
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　３月11日㈬、松代活性化センターで松代保育園

の園児29人が米粉を使ったどらやき作りに挑戦。

地元産コシヒカリの米粉に砂糖や卵などを加えた生

地で、直径６センチメートルほどのかわいいミニど

らやきを園児一人ひとりが焼き上げました。焼き上

がった生地に、あんこと米粉で作ったカスタードク

リームをはさんで完成。自分で作ったどらやきを家

にお土産として持ち帰ることもあってか、園児たち

は笑顔の中にも真剣な表情を浮かべながら取り組ん

でいました。指導したＪＡ十日町の村山マキさん

は、「米を製粉する技術が向上し、いろいろな調理

が可能になりました。学校給食にも米粉パンが登場

し身近になりつつありますが、さらに普及するよう

に頑張っ

ていきま

す」と話

していま

した。

越
後
田
舎
体
験
₁₀
周
年
記
念

選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
た
め
に

イ
ソ
シ
ギ
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イソシギ

　

早
春
の
雪
解
け
水
が
と
う
と
う
と
流
れ

る
渋
海
川
の
水
音
に
消
さ
れ
て
、
あ
ま
り

耳
に
す
る
人
も
い
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

「
ピ
ピ
ピ
～
ピ
ピ
ピ
～
」

と
か
す
か
な
鳴
き
声
が

聞
こ
え
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。
声
の
主
は
イ
ソ

シ
ギ
と
い
う
小
鳥
で
、

浦
田
の
湯
の
島
あ
た
り

か
ら
下
流
に
見
ら
れ
ま

す
。
川
面
す
れ
す
れ
を
軽
や
か
に
、
小
刻

み
に
翼
を
震
わ
せ
る
よ
う
に
飛
び
、
た
ま

に
川
岸
の
石
の
上
に
止
ま
る
と
セ
キ
レ
イ

の
仲
間
が
や
る
よ
う
に
尾
を
軽
く
上
下
に

揺
す
り
ま
す
。

　

多
く
は
い
ま
せ
ん
し
、
見
ら
れ
る
期
間

も
短
い
の
で
な
じ
み
は
薄
い
の
で
す
が
、

か
わ
い
い
の
で
も
っ
と
身
近
に
見
た
い
鳥

の
一
つ
で
す
。
こ
の
鳥
の
声

を
耳
に
で
き
る
人
は
耳
が
敏

感
で
、
好
奇
心
に
気
配
り
を

し
て
い
る
人
の
証
拠
で
も
あ

る
よ
う
で
す
。
耳
を
澄
ま
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
、

春
水
の
終
わ
り
に
は
も
う
い

な
い
の
が
残
念
。

（
文　

高
橋
八
十
八
・
写
真　

資
料
よ
り
）

思い出を胸に仲間と巣立つ

　
2
月
19
日
㈭
か
ら
22
日
㈰
ま
で
の
4
日

間
に
わ
た
り
、
36
回
目
と
な
る
沖
縄
県
久

米
島
町
と
の
「
な
か
さ
と
交
流
会
」
が
行

わ
れ
、
訪
問
生
14
人
を
含
む
19
人
の
交
流

団
が
は
る
ば
る
久
米
島
町
か
ら
や
っ
て
き

ま
し
た
。「
な
か
さ
と
交
流
会
」
は
、
沖

縄
県
久
米
島
町
（
当
時
の
仲
里
村
）
と
中

里
地
域
と
の
間
で
児
童
が
ペ
ア
と
な
り
、

冬
は
久
米
島
町
の
児
童
が
中
里
地
域
を
、

夏
は
中
里
地
域
の
児
童
が
久
米
島
町
を
訪

れ
、
お
互
い
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
風
習
を
深
く
体

験
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
交
流
団
の
皆
さ

ん
は
、
清
津
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
や
十

日
町
雪
ま
つ
り
見
学
な
ど
で
雪
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　
20
日
㈮
に
田
沢
小
学
校
で
行
わ
れ
た
歓

迎
式
で
は
、
児
童
た
ち
は
ぎ
こ
ち
な
い
様

子
で
初
対
面
。
そ
の
後
、
各
受
け
入
れ
児

童
の
在
学
す
る
小
学
校
へ
移
動
し
ま
し

た
。
倉
俣
小
学
校
（
若
山
知
信
校
長
）
に

は
２
人
の
児
童
が
来
校
。
保
護
者
や
お
じ

い
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
、
み
ん
な
い
っ

し
ょ
に
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
午
後
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
そ
の
横

の
斜
面
を
遊
び
場
に
、
ソ
リ
や
雪
合
戦
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
い
っ
し
ょ
に
仲
良
く

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
久
米
島
小
学
校
か
ら

来
た
上う

江え

州ず

忍
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
初

め
て
の
雪
合
戦
は
す
ご
く
楽
し
い
」
と
話

し
、
長
松
沙
耶
香
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
寒

い
け
ど
雪
が
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
」
と
、

目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

みんなで ♥ キャンドル
　３月 14 日㈯、「雪原カーニバルなかさと 2009」でいよ

いよスキー場ゲレンデのろうそくに明かりが灯されようと

していたとき、市内各地でも温かいろうそくの明かりが灯

されていました。その一部をご紹介します！

　３月６日㈮、中里中学校（柳沢博校長）の卒業

式が行われ、44人の手に卒業証書が手渡されまし

た。式辞では柳沢校長から、「卒業生は、“新たな

歴史築き育てん”という校歌のとおり、いろいろ

な新しいことに取り組んできました。この学校で

培った知・徳・体を今後の進路先で生かしてくだ

さい」と心のこもったエールが送られました。卒

業生代表の高野涼丞さんは、「仲間とともに励まし

合い、それぞれの未来に向かって歩いていきます」

と力強い答辞を述べました。３年間をとおして合

唱に熱心に取り組んできた卒業生が、卒業記念合

唱を涙を堪えながら歌い上げると、保護者も立派

に育った子どもの姿に目頭を熱くしていました。

久
米
島
町
か
ら

よ
う
こ
そ

第
36
回 

な
か
さ
と
交
流
会

江村ヨシエさん（山崎）

　４年間にわたり毎年

参加している江村さ

ん。どうやって飾ろう

かを考えながら、手軽

に楽しめるところが魅

力だそうです。

田沢第一地区

　振興会の皆さん

　国道117号線沿い

の芋沢集落から如来

寺集落まで、小さな

かまくらの中に、子

どもも大人もいっし

ょにろうそくを灯し

ました。

次回４月10日号からは、掲載する地域の順番が入れ替わります。
毎月10日号に松代・中里地域、毎月25日号に松之山・川西地域を掲載します。

20市報とおかまち『だんだん』平成21年3月25日号市報とおかまち『だんだん』平成21年3月25日号21



空気抵抗を減らそう

エコドライブの「こつ」
―運転以外の燃費術―

典拠：㈳日本自動車連盟

信
濃
川
に
サ
ケ
の
群
れ
を

私
は
生
ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
木
落
で
暮
ら
し
て

き
ま
し
た
。
木
落
に
は
、
か
つ
て
対

岸
の
下
条
と
の
間
を
行
き
来
す
る「
渡

し
」
が
あ
り
ま
し
た
。
集
団
就
職
で

上
京
す
る
た
め
に
下
条
駅
に
向
か
う

同
級
生
が
、
舟
で
対
岸
に
渡
る
の
を

見
送
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
は
堤
防
が
整
備
さ
れ
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
大
雨
が
降
る
と

時
折
は
ん
ら
ん
し
、
田
畑
が
水
に
浸

る
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。私

は
そ
の
よ
う
な
信
濃
川
の
光
景

を
間
近
に
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま

し
た
。

そ
の
信
濃
川
は
、
平
成
２
年
に
新

小
千
谷
発
電
所
が
発
電
を
開
始
し
大

量
取
水
が
始
ま
り
、
わ
ず
か
７
㎥
／

秒
し
か
水
が
流
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
、

そ
の
姿
を
す
っ
か
り
変
え
ま
し
た
。

こ
の
大
量
取
水
と
前
後
し
て
、
信

濃
川
の
環
境
を
心
配
す
る
市
民
団
体

が
組
織
さ
れ
、
水
を
取
り
戻
す
運
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
市
や
市

民
と
協
力
し
、
信
濃
川
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
た
め
に
運
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
９
月
に

信
濃
川
発
電
所
の
不
正
取
水
が
発
覚

し
、
水
利
権
の
取
消
処
分
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

市
内
10
団
体
が
主
催
し
て
３
月
８

日
㈰
に
ク
ロ
ス
10
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
抗
議
す
る
緊
急
市
民
集
会

で
は
、
１
、
１
０
０
人
を
超
え
る
大

勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
集
い
た

だ
き
ま
し
た
。
駆
け
付
け
て
く
だ
さ

っ
た
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
か
ら
も
心
強
い
声
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
ま
さ
に
、
信
濃
川
に
命
を
取
り

戻
す
絶
好
の
機
会
が
訪
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
を
百
年
の
大
計

丸
山
育
美
さ
ん
・
小
林
結
梨
さ
ん

│
│

明
る
く

楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。
今
の
ク
ラ
ス
で
1
年
が

た
ち
、
ク
ラ
ス
目
標
も
し
っ
か
り
達
成
で
き
た

と
思
い
ま
す
（
笑
）。
授
業
中
は
発
言
も
多
い

け
ど
、
少
し
調
子
に
乗
っ
て
に
ぎ
や
か
に
な

り
、
先
生
に
怒
ら
れ
る
こ
と
も
と
き
ど
き
あ
り

ま
す
。
4
月
か
ら
3
年
に
な
る
の
で
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
ク
ラ
ス
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

澤
田
み
さ
子
先
生

│
│

今
年
に
な
っ
て
初
の
試

み
と
し
て
ク
ラ
ス
の
漢
字
を
「
合
」
に
決
め
ま
し

た
。
気
持
ち
・
力
を
合
わ
せ
る
な
ど
、
結
束
力
の

あ
る
２
組
の
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
元
気
が
い

い
生
徒
た
ち
で
す
が
、
ま
だ
子
ど
も
で
す
ね
。
し

か
し
、
最
近
は
行
動
に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
、
言

わ
れ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
行
う
よ
う
に
成
長
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
課
題
は
周
り
に
気
を
遣
え
る
人

に
な
る
こ
と
。
最
後
の
１
年
を
精
い
っ
ぱ
い
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

南中学校２年２組 44

　楽しい青春時代を過ごそうとクラス目標を

「Enjoy youth together!」（青春時代をともに

楽しもう！）に決めた２年２組。「中学校生活

もあと１年。毎日悔い無く過ごしたい」と語る

その眼には、希望の光が満ちあふれています。

明るく元気な37人の仲間たちです。

0

1

2

3

4

5

6

空気抵抗増加による燃費への影響
出典：（財）省エネルギーセンター

燃
費
の
悪
化
比
率（
％
）

市街地 郊外 高速道路

空気抵抗10％増加（窓全開相当）

走行道路

1.3％

5.5％

3.3％

○空気抵抗が増加すると、燃料消費 

量が多くなります。使わないキャ 

リアやルーフボックスなどは外し 

ましょう。

○高速走行は、より多くの空気抵抗を

受けます。窓を開けての走行も空気

抵抗を大きくする原因となりますの

で、高速走行では窓を閉めて外気導

入にするなど工夫しましょう。

の
中
で
と
ら

え
、
必
ず
や
サ

ケ
の
遡そ

上
す
る

川
を
取
り
戻
そ

う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
、
下
条

新
保
の
広
大
寺
10
代
目
の
住
職

白は
く
が
ん
り
ょ
う
た
ん

岩
亮
端
和
尚
の
時
代
の
こ
と
。

信
濃
川
が
は
ん
ら
ん
し
て
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
川
沿
い

の
寺
島
新
田
に
あ
っ
た
広
大
寺
の

寺
領
27
町
歩
も
流
さ
れ
、
地
形
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
寺
島
新
田
の
耕
作

者
た
ち
は
、
隣
の
上
ノ
島
と
の
間

に
で
き
た
中
州
を
開
墾
し
、
新
し

い
田
を
作
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
州
を
め
ぐ

っ
て
、
寺
島
新
田
と
上
ノ
島
の
耕

作
者
の
間
で
い
さ
か
い
が
起
き
ま

す
。「
ね
ら
、
い
い
か
、
こ
こ
は

昔
っ
か
ら
お
ら
ほ
の
も
ん
だ
。
そ

っ
く
り
返
し
て
く
れ
」「
何
言
っ

て
ら
ん
だ
、
中
州
の
も
と
は
流
さ

れ
た
お
ら
ほ
の
土
地
分
。
お
ら
ほ

で
開
墾
し
た
ん
だ
ん
が
、
お
ら
ほ

の
も
ん
だ
」
と
言
い
争
い
を
続
け

た
末
、
つ
い
に
流
血
事
件
に
ま
で

発
展
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
寺
島
新
田
側
の
広
大

寺
の
白
岩
和
尚
と
、
上
ノ
島
の
後

ろ
盾
十
日
町
の
豪
商
、
縮
問
屋
の

最
上
屋
の
当
主
藤
右
衛
門
の
争
い

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。両
者
は
、

「
お
恐
れ
な
が
ら
」
と
代
官
所
に

訴
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
述
べ

合
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
千
谷

代
官
所
で
は
決
着
が
つ
か
ず
、
江

戸
ま
で
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

藤
右
衛
門
は
、
訴
訟
に
勝
つ
に

は
白
岩
和
尚
を
世
間
に
悪
く
印
象

づ
け
、
寺
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま

う
の
が
手
っ
取
り
早
い
と
思
い
ま

し
た
。
文
筆
を
た
し
な
む
才
人
の

藤
右
衛
門
は
、
白
岩
和
尚
の
悪
口

を
唄
に
し
て
、
瞽ご

ぜ女
な
ど
に
金
を

握
ら
せ
て
唄
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た

財
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
江
戸
の

願
人
坊
主
も
買
収
し
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
お
も
し
ろ
お
か
し
く
唄
わ

せ
て
、
江
戸
中
に
広
め
ま
し
た
。

す
る
と
、
歌
詞
の
き
わ
ど
さ
と

節
の
親
し
み
や
す
さ
か
ら
大
ヒ
ッ

ト
。
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
民
謡
「
新
保

広
大
寺
節
」
の
元
唄
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

結
局
和
尚
は
訴
訟
に
破
れ
、
最

上
屋
を
恨
み
な
が
ら
亡
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
和
尚
の
亡
霊
が

最
上
屋
を
苦
し
め
、
つ
い
に
最
上

屋
も
没
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
一
説
に
、
こ
れ
よ
り
前
の

時
代
、
広
大
寺
の
和
尚
と
庄
屋
の

息
子
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、

お
市
と
い
う
一
人
の
女
性
を
め
ぐ

る
恋
の
さ
や
あ
て
か
ら
生
ま
れ
た

唄
だ
と
い
う
物
語
も
、
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、「
八
木
節
」
や
「
津

軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」、「
古
代
神
」

な
ど
、
多
く
の
民
謡
の
ル
ー
ツ
と

な
っ
た
市
指
定
文
化
財
「
新
保
広

大
寺
節
」
の
由
来
で
す
。
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最終回

〈
四
十
五
〉

「
新
保
広
大
寺
節
」

  

の
巻

（
新
保
）
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TSUMARIフォーラム公開講座開催

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
消
防
が
災
害
救
助
で
連
携

青少年の健全育成のための取り組み活動発表会

　３月16日㈪、クロス10で「はぐくみのまちづくりフォー
ラム2008青少年健全育成団体活動発表会」が開催されまし
た。このフォーラムは将来を担う子どもたちに、社会に適応
して生きていく力を身に付けさせるため、地域社会全体とし
て何ができるかを考えるものです。今回は下条地区青少年育
成会、中里総合クラブYO-BE、㈳十日町青年会議所の３団
体がそれぞれ独自の取り組みを発表しました。また、生活習
慣に関するアンケート結果も発表され、はぐくみのまちづく
り運動のキャッチフレーズ「早ね 早おき 朝ごはん」の実践
が子どもの健全育成に必要なことを確認していました。

障
害
者
の
住
み
や
す
い
社
会
作
り

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
は
、
大
腸
が
ん

や
ぼ
う
こ
う
が
ん
な
ど
の
治
療
の
た
め
に
腹
部

に
便
や
尿
の
排
せ
つ
口
を
造
る
手
術
を
受
け
た

人
（
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
保
有
者
）
が
、

外
出
先
で
の
排
便
、
排
尿
処
理
が
で
き
る
ト
イ

レ
の
こ
と
で
す
。
近
年
、
こ
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
ト
イ
レ
の
設
置
が
公
共
施
設
で
進
ん
で
い

ま
す
が
、市
で
も
平
成
19
年
度
本
町
分
庁
舎
に
、

平
成
20
年
度
は
ク
ロ
ス
10
内
の
身
障
者
用
ト
イ

レ
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
障
害
者
の

外
出
が
容
易
に
な
り
、
社
会
参
加
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　十日町新雪マラソン大会（大久保善雄実行委員長）が、㈳スポーツ
健康産業団体連合会（斎藤敏一会長）主催の第１回地域・スポーツ振
興賞優秀賞を受賞しました。この賞はスポーツを通じて地域振興に大
きく貢献している活動を顕彰しているもので、全国から38件の応募
がある中で選ばれ、３月12日㈭、東京で授賞式がありました。第30
回の記念大会を迎えた今年の新雪マラソンは、三井住友海上の土佐礼
子選手を迎えて開催しました。事務局長の根津貞夫さんは、「雪深い
この地域の特徴を生かして30年も継続してきたことが評価されたも
のと思います。これからも継続していくことで、地域スポーツの発展
につながると思って頑張ります」と受賞の喜びを話しました。

地域・スポーツ振興賞優秀賞　新雪マラソン大会 大河信濃川の流れを取り戻せ

　

急
激
な
景
気
後
退
と
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ

り
、
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
市

で
は
十
日
町
商
工
会
議
所
、
各
地
区
商
工
会
、

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
、
十
日
町
労
働
基
準

監
督
署
、
県
十
日
町
地
域
振
興
局
、
北
越
銀
行

十
日
町
支
店
（
幹
事
銀
行
）
の
市
内
関
係
団
体

と
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
経
済
対

策
の
推
進
や
雇
用
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

「
十
日
町
市
緊
急
経
済
対
策
連
絡
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
第
１
回
の
連
絡
会
を
３
月
16
日
㈪

に
開
催
し
、
今
後
状
況
に
応
じ
て
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。

緊
急
経
済
対
策
連
絡
会
設
置

　ＪＲ東日本信濃川発電所の違法取水に抗議する緊急市民集会が、３
月８日㈰にクロス10で開催され、漁業関係者や農業関係者、市民団
体など約 1,100 人の市民などが集まりました。開会にあたり主催者
を代表して田口市長が、「この集会は、市民が一丸となってＪＲ東日
本と対峙

じ

する、まさにその一歩です。市長として市民の先頭に立って
行動していきます」とあいさつをしました。集会の最後には、「地域
住民の悲願である大信濃川をよみがえらせ、違法取水により被害を受
けた市民並びに関係諸団体に謝罪し、その損害を賠償するべきである」
との抗議文が参加者全員の拍手で採択されました。集会を受けて３月
12日㈭、ＪＲ東日本本社において抗議活動を行いました。

　３月12日㈭、クロス10でTSUMARIフォーラム公開講座
「地域産品の売り出し」が開催されました。講座は２部構成
で行われ、第１部はフードコーディネーターの奥村文絵氏に
よる「食のブランドづくりとその視点」の講演が行われま
した。奥村氏は、デザインを手法に食にかかわる仕事をして
いて、氏が手掛けて2008年にグッドデザイン賞を受賞した、
山形県遊佐町の特産品「彦太郎糯

もち

」の開発に携わる３年間を
紹介。特産品を売り出すうえでの大切な要素を説明しました。
第２部は市内外で活動している農産物や加工品の販売団体の
事例発表が行われ、参加者は熱心に聞き入っていました。

　

県
立
十
日
町
病
院
（
塚
田
芳
久
院
長
）
で
は

災
害
な
ど
の
医
療
救
護
体
制
の
強
化
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
災
害
発
生
直
後
の
急
性
期
に
活
動

で
き
る
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
D
M
A
T
）

を
平
成
20
年
４
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し

か
し
、
十
日
町
病
院
に
は
D
M
A
T
を
被
災

地
に
派
遣
す
る
た
め
の
移
動
手
段
が
な
い
た
め

３
月
３
日
㈫
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

に
D
M
A
T
の
搬
送
に
つ
い
て
協
力
要
請
を

し
ま
し
た
。
広
域
事
務
組
合
管
理
者
の
田
口
十

日
町
市
長
は
、「
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
に
、

是
非
引
き
受
け
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112）へ、気軽にお寄せくださ
い。
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なかよしランド乳幼児家庭
教育事業

◆日　時：４月〜22年３月の毎週火曜日

　　　　　午前10時〜11時

◆会　場：市民体育館（４〜11月）

　　　　サンクロス十日町（12月〜22年３月）

◆対　象：１歳〜就園前の幼児とその保護者

◆参加費：年間4,000円

　※行事により必要経費を徴収する場合が　

　　あります

◆内　容

　リズム遊び、手遊び、工作、遠足、運動会、

　季節の行事など

◆講　師

　富井朝子さんほか支援スタッフの皆さん

◆申込み：４月14日㈫（開講式）に市民体育

　館で直接申し込んでください。

　※以降随時、直接会場で受け付けます

■問合せ　中央公民館☎ 757-5011

親と子どもたちのレクリエーション広場
ドキドキランドの参加者を募集します！
◎時間・会場

　内容により異なります。

※４月12日は中央公民館

　で午前９時30分〜

◎対　象

　小学１〜３年生の親子

◎参加費

　１人につき年間1,000円

　（材料費は別途）

◎講　師

　藤木智恵子さんほか

　「Recもぐら」の皆さん

◎申込み

　中央公民館で随時受付

【
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
】

●
日
時
＝
４
月
９
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
対
象
＝
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
●
問
合
せ
＝
情

報
館
（
☎
７
５
０
―
５
１
０
０
）

【
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
】

●
日
時
＝
４
月
11
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
会
場
＝
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
●
対

象
＝
園
児
〜
小
学
３
年
生
●
問
合
せ

＝
中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２
４

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の
笛

ピ
ロ
ロ
（
フ
ル
ー
ト
）
＋
α
（
ピ
ア

ノ
ほ
か
）
の
演
奏
会
で
す
。
●
日
時

＝
４
月
５
日
㈰
午
後
２
時
〜
●
会
場

＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
曲
目

＝
「
ブ
ラ
ン
デ
ー
グ
ラ
ス
」「
夜
明

け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
」「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」

ほ
か
●
問
合
せ
＝
大
渕
（
☎
０
９
０

―
４
０
５
３
―
４
４
５
５
）

●
受
験
資
格
＝
①
昭
和
55
年
４
月
２

日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
22
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま

た
は
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人
●
第
１
次
試
験
日
＝
６

月
14
日
㈰
●
試
験
地
＝
新
潟
市
、
さ

い
た
ま
市
ほ
か
●
申
込
み
期
間
＝
４

月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫
（
当
日
消
印
有

効
）
●
提
出
・
問
合
せ
＝
〒
３
３
０

―
９
７
１
９
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
１
―
１
関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
（
☎
０
４
８
―
６
０

０
―
３
１
１
１
）

９
３
）

【
十
日
町
お
や
こ
劇
場
〜
お
は
な
し

て
ん
こ
も
り
〜
】

●
日
時
＝
４
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝
加
賀
書
院

●
対
象
＝
ど
な
た
で
も
お
い
で
く
だ

さ
い
●
問
合
せ
＝
十
日
町
お
や
こ
劇

場
事
務
所
・
加
賀
書
院
（
☎
７
５
２

―
２
１
１
４
）
※
加
賀
書
院
の
絵
本

も
貸
し
出
し
ま
す

【
ぐ
り
ぐ
ら
ル
ー
ム
】

　
４
月
は
お
休
み
で
す
。
●
問
合
せ

＝
水
落
（
☎
７
５
６
―
２
２
５
４
）

【
ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や
】

●
日
時
＝
４
月
18
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
対
象
＝
幼

児
・
小
学
生
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎

７
５
０
―
５
１
０
０
）

【
お
は
な
し
の
会
「
ふ
き
の
と
う
」】

●
日
時
＝
４
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
対
象
＝
乳
幼
児
〜

小
学
３
年
生
●
問
合
せ
＝
山
田
（
☎

７
６
８
―
３
８
６
５
）

２１
年
度
国
税
専
門
官
募
集

期　日 テーマ

４月12日㈰ はじめまして

５月10日㈰ 春の野原を楽しもう

６月14日㈰ ほくほく線のたび

７月12日㈰ 私たちの町を知ろう

８月９日㈰ 川あそび

９月13日㈰ キャンプ

10月４日㈰ 自然物を使ってのクラフト

11月８日㈰ ボランティア

12月13日㈰ クリスマス会

１月17日㈰ 団子の木作り

２月14日㈰ 雪あそび

３月14日㈰ クイズ・ゲームと反省会

 「森の学校」キョロロ
４月の里山体験プログラム

●参加費：大人500円、
　　　　　小・中・高生300円
　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

期　日 時間・テーマ

５日㈰
午後１時30分〜３時
カエルの卵探険

12日㈰
午後１時30分〜３時
早春の花たち探険

19日㈰
午後１時30分〜３時
クロサンショウウオの卵探険

25日㈯
午前５時〜８時
探鳥会

26日㈰
午後１時30分〜３時
カエルの卵探険

29日㈷
午後１時30分〜３時
山の幸探険

ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

第
９
回
ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
α
お
さ
ら
い
会

●
募
集
期
間
＝
４
月
１
日
㈬
〜
15
日

㈬
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み
条
件

の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課

建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

●
受
験
資
格
＝
①
昭
和
55
年
４
月
２

日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
22
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま

た
は
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人
●
第
１
次
試
験
日
＝
６

月
14
日
㈰
●
申
込
み
期
間
＝
４
月
１

日
㈬
〜
14
日
㈫
（
郵
送
の
場
合
は
配

達
証
明
で
、
当
日
消
印
有
効
）
●
提

出
・
問
合
せ
＝
〒
９
５
１
―
８
５
８

８
新
潟
市
中
央
区
川
岸
町
１
―
56
新

潟
労
働
局
総
務
部
総
務
課
（
☎
０
２

５
―
２
３
４
―
５
２
６
２
）

　
21
年
10
月
期
入
校
の
学
校
生
を
募

集
し
ま
す
。
●
受
験
資
格
＝
昭
和
60

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

次
に
該
当
す
る
人
①
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人
及
び
21
年
９
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人
②
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
人
及
び
21
年
９
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
③
高
等
専
門
学
校

の
第
３
学
年
の
課
程
を
修
了
し
た
人

④
人
事
院
が
①
・
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人
●
第
１
次
試
験

日
＝
５
月
17
日
㈰
●
試
験
地
＝
新
潟

市
ほ
か
●
身
分
・
給
料
＝
入
校
と
同

時
に
国
家
公
務
員
と
な
り
、
在
学
中

は
月
額
１
４
０
、
１
０
０
円
（
21
年

１
月
１
日
現
在
）
を
支
給
●
申
込
み

期
間
＝
４
月
１
日
㈬
〜
８
日
㈬
（
当

日
消
印
有
効
）
●
問
合
せ
＝
第
九
管

区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

（
☎
０
１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝
１
か
月

２
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
出
口
（
☎
７
５
７
―
６
４
８
８
）

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数

十
日
町

黒沢県営
住宅

昭和47年度建築
簡易耐火造２階建

６帖３室、
３帖１室、

DK

19,700円　
〜29,400円

１戸

松
代

善宗塚
住宅

昭和51年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、

DK

11,800円　
〜17,600円

２戸

松
之
山

松之山
第一住宅

昭和55年度建築
簡易耐火造３階建

６帖３室、
K

14,800円　
〜22,100円

１戸

　
健
康
づ
く
り
に
、
介
護
予
防
に
、

気
軽
に
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
市
民
体
育

館
●
内
容
＝
体
操
、
民
謡
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ほ
か
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

田
口
（
☎
７
５
２
―
２
６
８
３
）

　
吹
奏
楽
を
通
じ
て
交
流
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。
●
練

習
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
●
会
場
＝

市
民
会
館
●
参
加
資
格
＝
小
学
４
年

生
以
上
高
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
で
、
保
護
者
の
送
迎
や
自
力
で

会
場
ま
で
来
れ
る
人
（
楽
器
貸
与
あ

り
）
●
参
加
費
＝
１
か
月
約
５
０
０

円
●
内
容
＝
練
習
、
発
表
演
奏
会
、

依
頼
演
奏
出
演
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
片
桐
（
☎
７
５
７
―
９
９
８
０
）

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第

８
節
対
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市

原
千
葉
戦
（
自
由
席
）
に
招
待
し
ま

す
。
●
日
時
＝
４
月
29
日
（
昭
和
の

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

楽
し
く
英
会
話
を

学
び
ま
せ
ん
か

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

２１
年
度
労
働
基
準
監
督
官
募
集

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　産地のメーカーによる新作きものの展

示発表会です。

振袖・訪問着・

留袖・紬絣など

の６部門に、厳

選された160点

余りの最新作が

出品されます。

　メーカーの新提案をぜひご覧ください。

◎日　時

■ユーザー審査：４月13日㈪〜17日㈮

　午前９時〜午後５時（17日は３時まで）

　※どなたでも投票できます

■一般公開：18日㈯  午前９時〜午後５時

◎会　場　クロス10

◎問合せ　十日町織物工業協同組合

　　　　　☎757-9111

十日町きものフェスタ2009

２１
年
度
海
上
保
安
学
校
生
募
集

十日町市地域生活交通基本計画
「平成 21年度実施計画」の
パブリックコメントを募集します
　平成20年５月に策定した「地域生活交通基本

計画」で整理された施策の実現を目指し、各地域

の市民代表や交通事業者などとともに「平成21

年度実施計画」を取りまとめました。内容につい

て市民の皆さんから意見を募集します。

◆意見の募集期間：〜４月８日㈬（必着）

◆資料の閲覧場所：総合政策課・各支所地域振興

　課、公民館、情報館、分庁舎、市ホームページ

　（http://www.city.tokamachi.niigata.jp/）

◆意見の提出方法

　①郵便　〒948-8501十日町市千歳町３- ３

　　　　　総合政策課

　②ＦＡＸ　752-4635

　③電子メール

　　　　　t-sogo@city.tokamachi.lg.jp

◆問合せ：総合政策課企画政策係　☎757-3193

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

メ
ン
バ
ー
募
集
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障害のある人を対象とした
ＮＨＫ放送受信料の免除基準が変わりました
　昨年10月１日から、障害者手帳を持っている
人を対象としたＮＨＫ受信料の免除基準が拡大さ
れました。半額免除だった人が全額免除となる場
合にも申請が必要です。今までと免除額が変わら
ない人は手続き不要です。
●申請時に必要なもの：障害者手帳、認印

全額免除（世帯構成員に障
害のある人がいる場合）

半額免除（下記の障害の
ある人が世帯主の場合）

身
体
障
害
者

世帯構成員全員が
市民税非課税の世帯

◦視覚・聴覚障害者
◦１・２級の身体障害者

知
的
障
害
者

世帯構成員全員が
市民税非課税の世帯

Ａ級の知的障害者

精
神
障
害
者

世帯構成員全員が
市民税非課税の世帯

１級の精神障害者

◎問合せ　福祉課障害福祉係　☎757-3782

【資料訂正のお願い】
　２月24日付けで障害者手帳を持っている人全員に送
付した自立支援法パンフレットの中の、黄色い資料の
４ページ中、NHK受信料減免の半額免除の対象に「１・
２級の身体障害者手帳」を追加してください。

日
）
午
後
１
時
試
合
開
始
●
会
場
＝

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
●
応
募
条
件
＝
市
内
在
住
●
募
集

人
数
＝
５
０
０
人
（
応
募
多
数
の
場

合
抽
選
）
●
応
募
方
法
＝
往
復
は
が

き
に
①
４
月
29
日
千
葉
戦
②
住
所
③

氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）
⑥
後

援
会
資
料
請
求
有
無
を
記
載
し
送
付

※
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
４
月
15
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
に
〒
９
５
０
―
０
９
５
４
新
潟

市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１
―
10
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係
（
☎
０
２
５
―
２
８

２
―
０
０
１
１
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
の
が

困
難
（
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
世

帯
）
な
児
童
・
生
徒
に
就
学
援
助
費

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝

教
育
総
務
課
学
事
係
（
内
線
３
１
４
）

ま
た
は
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る
小
・

中
学
校

　
次
の
日
程
で
、
市
役
所
本
庁
の
福

祉
課
窓
口
に
手
話
奉
仕
員
を
配
置
し

ま
す
。
本
庁
舎
内
で
の
窓
口
相
談
や

手
続
き
に
同
行
し
ま
す
。
●
日
時
＝

①
４
月
13
日
㈪
②
５
月
11
日
㈪
③
６

月
８
日
㈪
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
※

７
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
日
程
が
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
●
問
合

せ
＝
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
内
線
１

４
１
）

　
市
内
在
住
の
重
度
心
身
障
害
者
へ

タ
ク
シ
ー
料
金
ま
た
は
通
院
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る

に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新

た
に
助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
対

象
＝
▼
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成

：

次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①
身
体

障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
所
持
者
②

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
一
部
（
視

覚
、
下
肢
、
体
幹
、
内
部
機
能
障
害
）

所
有
者
③
療
育
手
帳
Ａ
所
有
者
▼
通

院
費
の
助
成

：

身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
そ
の
障
害
が
腎
臓
機

能
障
害
と
判
定
さ
れ
、
血
液
透
析
で

通
院
し
て
い
る
人
●
持
参
す
る
も
の

＝
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
、
印
鑑
、
振
込
先
金
融
機
関
の
口

座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
内
線
１
４
１
）
ま
た
は
各
支
所
市

民
課

　
県
立
十
日
町
病
院
で
は
、
４
月
か

ら
助
産
師
外
来
を
開
設
し
ま
す
。
詳

し
く
は
産
婦
人
科
外
来
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
毎
週
水

曜
日
午
後
１
時
〜
（
診
察
時
間
は
１

人
30
分
）
※
完
全
予
約
制
●
対
象
＝

産
婦
人
科
の
医
師
か
ら
許
可
が
あ
っ

た
妊
婦
●
受
診
料
＝
４
、
５
０
０
円

（
助
成
券
可
）
●
問
合
せ
＝
県
立
十

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
へ

交
通
費
を
助
成
し
ま
す

県
立
十
日
町
病
院

助
産
師
外
来
を
開
設
し
ま
す

手
話
奉
仕
員
を
配
置
し
ま
す

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

髙 橋 　 然
ぜん

（高田町１） 郁夫

村 田 　 涼
りょう

（丸山町） 愛美

根 津 勇
ゆう

真
ま

（八幡田町） 吉晴

太 田 瑠
る

姫
き

（田中町西） 修二

加 藤 　 慶
けい

（田川町３） 輝

大 渕 颯
はや

斗
と

（新座４- １） 宏市

山 田 　 敬
けい

（本町７- ２） 貴志

樋 口 咲
さ

来
ら

（三和町） 武光

小 川 瑞
みず

稀
き

（四日町新田２） 晶久

太 島 羽
は

南
な

恵
え

（南新田町２）勝則

玉 田 大
やま

和
と

（四日町４） 敦

小 泉 麻
ま

琴
こと

（市之沢） 真一

桑 原 巧
たく

弥
み

（谷内丑２） 秀彦

富 井 　 大
だい

（北新田３） 誠

蔵 品 愛
あい

奏
か

（塚原町） 巌

岡 村 那
な

奈
な

（錦町１） 直哉

古 俣 大
やま

和
と

（錦町１） 雅毅

桑 原 真
ま

唯
い

（山本町２） 崇

丸 山 夏
なつ

希
き

（稲葉） 圭一

丸 山 結
ゆい

人
と

（稲葉） 剛

尾 身 貢
こう

弥
や

（高島１） 貢

佐 野 　 岬
みさき

（高島２） 文雄

佐藤ひ ま り （土市２） 成一

保 坂 　 慶
けい

（大黒沢３） 洋介

笠 原 悠
ゆう

己
き

（神社町） 英樹

樋 口 遥
はる

愛
あ

（上野） 敏浩

木 村 佑
ゆ

奈
な

（仁田） 祐子

太 島 空
そ

奈
な

（芋沢） 孝幸

南 雲 慎
しん

太
た

郎
ろう

（上山） 一浩

上 村 美
み

友
ゆう

（山崎） 宣人

吉 樂 健
けん

太
た

（宮中） 浩

吉 樂 弥
や

一
いち

郎
ろう

（宮中） 勝弥

山 賀 千
ち

夏
なつ

（松代） 健一郎

小 堺 真
ま

衣
い

（千年） 勝

小 野 塚 心
ここ

美
み

（湯本） 和生

永野 隼
しゅん

太
た

郎
ろう

（曽根） 昌博

日
町
病
院
（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
（
社
会
保
険
庁
が
運
営
し

て
い
た
健
康
保
険
）
が
全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
に
変
わ
り

ま
し
た
。
協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
人
の
被
扶
養
者

が
特
定
健
診
を
受
け
る
に
は
協
会
け

ん
ぽ
が
発
行
す
る
受
診
券
が
必
要
で

す
。
４
月
上
旬
に
、
21
年
度
分
の
特

定
健
康
診
査
受
診
券
申
請
書
を
事
業

所
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

　住宅防火
　命を守る７つのポイント

４月１日㈬〜７日㈫　春の火災予防週間

①寝たばこは絶対やめる

②ストーブは燃えやすいものから離

　れた位置で使用する

③ガスコンロなどのそばを離れると

　きは必ず火を消す

３
つ
の
習
慣

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火

　災警報機を設置する

②寝具や衣類、カーテンからの火災

　を防ぐために、防災品を使用する

③火災を小さいうちに消すために、

　住宅用消火器などを設置する

④お年寄りやからだの不自由な人を

　守るために、隣近所の協力体制を

　つくる

４
つ
の
対
策

◆問合せ　十日町地域消防本部　☎757-0119

平成21年度市奨学生を追加募集します
■応募資格：平成21年度に高等学校・高等専門学校・専修学校・短期大学・

　大学に進学予定か在学中で、次のすべてに該当する人

　　①保護者が市内に３年以上住所を有し、市税を滞納していない人

　　②学業成績が優秀と認められる人

　　③経済的な理由で学資の支払いが困難な人

　　④心身ともに健全な人

■奨学金の月額：▼高等学校：10,000円▼高等専門学校：20,000円

　　　　　　　　▼専修学校：30,000円▼短期大学・大学：35,000円

■貸与期間：平成21年４月から在学する学校の最短終業年限の終わりまで

■提出書類：①奨学金等貸与願書②在学（卒業）学校長の推薦書③成績証

　明書④住民票の写し（世帯全員）⑤医師健康診断書⑥平成20年度市・

　県民税所得課税証明書（世帯全員）⑦保護者と連帯保証人（市内に住所

　を有する）を内諾している人の平成20年度納税証明書⑧同一世帯に高

　校生以上の学生がいる場合、その学生証の写し⑨専修学校希望者はその

　学校要覧など　※①②⑤は市のホームページから入手できます

■そのほか：修学一時金希望者も若干名募集します

　　　　　　（高校20万円〜大学50万円、願書は奨学金と兼用）

■申込み・問合せ：４月１日㈬〜30日㈭までに教育総務課　☎757-9957

　※５月中旬に奨学生を内定し、同月末までに応募者に通知します

人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
21

年
度
の
特
定
健
診
対
象
者
の
生
年
月

日
は
、
受
診
券
申
請
書
に
同
封
さ
れ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
全
国
健
康
保
険
協
会
新
潟
支

部
（
☎
０
２
５
―
２
４
２
―
０
２
６

４
）

　
12
〜
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

４
月
10
日
㈮
に
受
給
者
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
●
手
当
額
＝
受
給
者

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
証
書
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市

民
生
活
課
年
金
係
（
内
線
１
６
８
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
課

　
３
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
12
期

及
び
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
第
12
期
の
納
付
月
で
す
。

期
限
（
３
月
31
日
）
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護

国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
30
日
㈭

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
㈬
・
22

日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
、
指
定
管
理
者

導
入
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の

事
務
室
が
市
総
合
体
育
館
か
ら
吉
田

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
に
移
転

し
ま
す
。
４
月
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
の
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。
●
住
所

＝
〒
９
４
８
―
０
１
０
３
十
日
町
市

小
泉
２
４
０
―
１
●
電
話
番
号
＝
７

５
２
―
３
１
０
３
●
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
＝

７
５
２
―
３
１
９
３

　
産
業
振
興
課
で
は
、
市
内
で
頑
張

っ
て
い
る
事
業
所
を
多
く
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
６
月

か
ら
市
内
の
事
業
所
を
紹
介
す
る
情

報
紙
「
は
た
ロ
グ
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は
各
町
内
に
回
覧
で

配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

は
毎
月
25
日
発
行
の
市
報
の
中
で
紹

介
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
事
業

所
は
、
産
業
振
興
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
●
掲
載
料
＝
１
０
、
０

０
０
円
（
Ａ
５
判
）
●
問
合
せ
＝
７

５
７
―
３
１
３
９
）

　
総
務
課
広
報
広
聴
係
で
は
、
市
内

の
集
落
名
が
記
載
さ
れ
た
集
落
マ
ッ

プ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ

プ
は
、
19
年
12
月
に
発
行
さ
れ
た
中

越
大
震
災
十
日
町
市
記
録
集
「
あ
し

た
へ
」
に
も
同
封
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
マ
ッ
プ
が
傷
ん

で
し
ま
っ
た
人
や
仕
事
で
活
用
し
た

い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

●
価
格
＝
１
部
１
０
０
円
●
マ
ッ
プ

取
扱
い
・
問
合
せ
＝
総
務
課
広
報
広

聴
係
（
内
線
２
１
３
）

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

３
月
の
納
税
・
納
付

４
月
の
休
館
日

12
〜
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

と
お
か
ま
ち
事
業
所
情
報
紙

「
は
た
ロ
グ
」
で
会
社
の

Ｐ
Ｒ
を
し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の

事
務
室
が
移
転
し
ま
す

集
落
マ
ッ
プ
を

販
売
し
て
い
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会

被
扶
養
者
（
家
族
）
の

特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

むし歯のないよい歯の子
２月の３歳児健診を受けた子46人
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ

2009年4月 April2009年4月 April

(ふ)

▼
取
材
し
な
が
ら
手
早
く
書
き
記
し
、
そ

の
後
す
ぐ
写
真
を
撮
る
た
め
、
無
造
作
に

二
つ
折
り
に
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
放
り
込
む
。

カ
メ
ラ
に
集
中
す
る
と
落
と
し
た
こ
と
に

も
気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
持

ち
が
高
ま
る
と
字
は
乱
れ
る
し
、
雨
や
雪

の
日
は
傘
を
差
し
な
が
ら
書
い
た
り
す
る

の
で
、
字
が
に
じ
ん
で
い
た
り
紙
が
ふ
や

け
て
い
た
り
し
ま
す
。
私
の
取
材
ノ
ー
ト

で
す
。
け
ど
、
そ
ん
な
ペ
ー
ジ
の
中
に
、

夏
の
汗
が
滴
り
落
ち
た
シ
ミ
、
食
事
中

に
と
っ
さ
に
思
い
つ
い
て
メ
モ
し
た
と
き

の
シ
ミ
、
感
動
で
涙
し
た
シ
ミ
。
ノ
ー
ト

の
汚
れ
は
、
文
字
以
上
に
そ
の
と
き
ど
き

を
語
っ
て
い
ま
す
。
合
併
を
挟
み
、
広
報

の
担
当
と
し
て
書
い
た
20
冊
ほ
ど
の
取
材

ノ
ー
ト
は
、
ペ
ー
ジ
の
あ
ち
こ
ち
に
思
い

出
が
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
私
の

▼
３
月
は
一
言
で
言
う
と
締
め
く
く
り
の

月
・
別
れ
の
月
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
、
退

職
、
異
動
、
引
っ
越
し
な
ど
師
走
よ
り
も

あ
わ
た
だ
し
く
感
じ
ま
す
。
し
か
し
来
月

は
４
月
。入
学
、就
職
、出
会
い
の
月
で
す
。

野
に
は
草
木
が
芽
生
え
、
花
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
暗
い
冬
か
ら
抜
け
出
し
何
か
新
し

い
こ
と
が
始
ま
る
予
感
さ
え
し
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
市
報
も
少
し
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
表
裏
紙
は
月
2
回
発
行
の
う
ち
１

回
が
白
黒
紙
面
に
な
り
、「O

h! m
y
 

ク
ラ

ス
」
に
代
わ
っ
て
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。
コ

ス
ト
意
識
を
高
め
つ
つ
、
情
報
を
皆
さ
ん

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
職
員
も

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
取
材
に
伺
い
ま

財
産
で
す
。
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
、
取
材

で
市
内
を
駆
け
回
れ

れ
ば
光
栄
で
す
。

す
の
で
耳
寄
り
な
情

報
を
広
報
広
聴
係
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

22日㈬
午後１時
　〜１時30分

20年12月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

22日㈬ 午前９時〜10時
20年６月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

15日㈬
午後１時
　〜１時30分

19年10月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

23日㈭
午前９時
　〜９時30分

18年10月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

16日㈭
午後１時
　〜１時30分

17年10月
生まれの

幼 児

期　日 会場 受付時間

６日㈪・20日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

９日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

17日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

20日㈪ 松代支所 午前９時〜11時

21日㈫ 川西支所 午前９時〜11時

24日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

27日㈪
松之山支所 午前8時30分〜11時30分

中里支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

※10か月児はこれまで健康診査を実施していましたが、21年４月
　からは「10か月児身体測定」（内科診察なし）となります。

●休日救急医

◎会 場...十日町保健センター
◎持ち物...母子健康手帳、問診票、
   　　　  フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
    　　　 視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
     　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

中条病院 北原 757-3018

津南病院 津南町 765-3161

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

たかき医院 土市５ 758-2361

上村病院 田中 763-2111

山口医院 下条中央通り 755-2003

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

松之山診療所 松之山 596-2240

12日㈰

19日㈰

５日㈰

26日㈰

29日㈷

診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

８日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

９日㈭

子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

松之山保健センター 午前９時〜11時

28日㈫ 松代活性化センター 午前９時〜11時30分

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です　※29日㈷は休み
　毎週月〜金曜日　午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　毎週木曜日　午前10時〜午後４時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】28日㈫　午後１時30分〜４時
     　　　　  会場：はあとふる川西
　【中里地域】18日㈯　午後１時30分〜３時30分
     　　　　  会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
 　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松代支所　　３日㈮　　▽松之山支所　14日㈫
 　▽中里支所　　17日㈮　　▽川西支所　　28日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　８日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　９日㈭・23日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

●こころの健康相談●全血献血

・会　　場　十日町保健センター

・受付時間　午後２時〜２時45分（２時30分接種開始）

・対象年齢　生後３か月以上７歳６か月未満

※事前の予約は必要ありません。
※お子さんの体調などにより対象地区の指定日以外でも接種は受けら

れますが、できるだけ指定日を守ってください。
※ポリオ予防接種後４週間はほかの予防接種は受けられません。ＢＣ

Ｇ予防接種と接種時期が重なる場合は、ＢＣＧ予防接種を先に受け
ましょう。

　市では、お子さんが①〜③に該当する場合は接種を見合わせ
ています。ご注意ください。
①下痢をしている場合
②ひきつけ（けいれん）をおこしてから１年未満の場合（ただし、
　６か月を経過しており、かかりつけ医の許可があれば接種で
　きます）
③病気が治ってから、次の間隔があいていない場合

【集団接種を受けるときの注意点】

病　　　名 接種できるまでの間隔

麻しん（はしか）、風しん、水痘（水ぼうそう）、
おたふくかぜ、百日せき、インフルエンザ

治ってから４週間

突発性発疹、手足口病、伝染性紅
斑、とびひ、感染性腸炎

治ってから２週間

か　　　ぜ
発熱などの急性期の症状が
治まってから１週間

そ　の　他
治ってからおおむね２週間（かか
りつけ医の許可をもらいましょう）

※これは集団接種の場合の注意点です。個別接種の場合は、かかりつけ医に相談しましょう。

●次の予防接種は、医療機関で接種を受ける「個別接
　種」で実施しています

・事前に予約が必要です。個別接種協力医療機関に直接予約して
接種を受けてください。

・対象年齢に達したら早めに接種を受けましょう。接種は通年実
施しています。

【個別接種を受けるときの注意点】

予防接種の種類 対象年齢 会場

ＢＣＧ 生後６か月未満 　
　
個
別
接
種

　
　
　
　
協
力
医
療
機
関

三種混合第１期 生後３か月以上７歳６か月未満

二種混合第２期 11歳以上13歳未満

麻しん
風しん

第１期 １歳以上２歳未満

第２期 小学校就学の前年度（１年間）

第３期 中学１年生相当年齢（１年間）

第４期 高校３年生相当年齢（１年間）

※日本脳炎予防接種は、厚生労働省の通知により接種勧奨を控えています。

●ポリオ予防接種（春期）を「集団接種」で実施します

◆持参するもの
・母子健康手帳（忘れると接種できません）
・予診票・体温計・筆記用具
◆注意事項
・出生後にお渡しした「予防接種と子どもの健康（小冊子）」

を必ず読んできてください。
・対象年齢、ほかの予防接種との間隔に注意してください。
・受付時間を守ってください。遅れると接種できないことが

あります。
・接種料金は無料（市が負担）です。ただし、対象年齢以外

での接種は自費（任意接種）となります。
◆そのほか
・予診票のつづりと「予防接種と子どもの健康」は、生後２

〜３か月ころにうかがう『こんにちは赤ちゃん訪問』でお
届けします。

●乳幼児・学童・生徒の定期予防接種

対象
地区

川　西
中　里
松　代
松之山

川　治
六　箇
水　沢

十日町
中　条
吉　田
下　条

実施日 ４月17日㈮ ４月20日㈪ ４月24日㈮ ４月27日㈪

(鈴)

事業名 対象児 開 催 日

離乳の
はじめてコース

２か月〜４か月児 ８日㈬

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 21日㈫

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●日時　30日㈭午後２時〜４時

●会場　十日町地域振興局健康福祉部（十日町保健所）

●医師　信田医師（中条第２病院）

●申込み・問合せ

　十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

　☎757-2402

●期日・会場・受付時間

　23日㈭　㈱宇都宮製作所・島善織物㈱川治工場

　　　　　　　午前９時30分〜11時

　　　　　市総合体育館：午後０時30分〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）
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１２

　豆まきや納涼会など和やかなイベ
ントも、子どもたち同士の親しい関
係を築く楽しい行事。

　一瞬で勝敗を分ける試合に緊張感
が走ります。試合経験を重ねること
で目標を持ち、上達につながります。

　教室に掲げられた「元気一番」の懸垂旗に気迫がこもる。力のみなぎる練
習に、見守る保護者にも熱気が伝わります（写真中央奥が山崎さん）。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
手
教
室 

水
翔
塾

●
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
手
教
室 

水
翔
塾

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://pub

.ne
.jp/suishojuku/

　

貝
野
集
会
施
設
（
旧
貝
野
保
育
園
）
２
階
の
広
間
。
道
着
姿
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

気
合
い
が
飛
び
交
い
ま
す
。
平
成
14
年
に
始
め
た
空
手
教
室
を
社
会
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広

く
振
興
し
よ
う
と
、平
成
18
年
12
月
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
手
教
室
水
翔
塾
」
を
設
立
。「
い

ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」。
指
導
者
の
山
崎
哲

嗣
さ
ん
の
思
い
が
子
ど
も
た
ち
に
注
が
れ
ま
す
。

ま
ず
は
気
持
ち
で
勝
つ
ん
だ
！

　「
子
ど
も
の
う
ち
に
運
動
能
力
を
養
う
に

は
空
手
は
最
適
。
身
に
付
け
た
瞬
発
力
や
調

整
力
は
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
基
本
で
す
」
と

話
す
山
崎
哲
嗣
さ
ん
（
新
宮
・
42
歳
）。
春

日
敏
明
さ
ん
（
山
野
田
・
32
歳
）
と
仕
事
の

合
間
を
縫
っ
て
週
に
３
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
空
手
教
室
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
、
女
子

３
人
を
含
む
22
人
が
教
室
に
通
い
ま
す
。
昨

年
、塾
生
２
人
が
県
大
会
で
上
位
に
入
賞
し
、

県
強
化
選
手
に
指
定
。
教
室
の
活
動
に
弾
み

を
付
け
ま
し
た
。
そ
の
一
人
、
太
田
璃
奈
さ

ん
（
小
３
）
は
昨
年
２
回
目
の
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。「
緊
張
し
て
い
て
、
引
い

ち
�
っ
た
け
ど
、
今
度
は
攻
め
て
い
き
た
い

で
す
。
目
標
は
優
勝
で
す
」
と
、
男
子
に
交

じ
っ
て
練
習
に
励
み
ま
す
。
全
国
大
会
を
は

じ
め
、
県
、
北
信
越
と
年
間
５
つ
の
大
会
が

塾
生
の
大
き
な
目
標
で
す
。

　「
礼
儀
を
重
ん
じ
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
も

武
道
と
し
て
欠
か
せ
な
い
教
室
の
決
ま
り
ご

と
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
を
解
く
、

﹃
遊
び
﹄
も
大
切
で
す
」
と
山
崎
さ
ん
。
遊

び
を
と
お
し
て
友
だ
ち
と
楽
し
く
付
き
合
っ

た
り
、
人
間
関
係
の
ル
ー
ル
を
覚
え
た
り
す

る
も
の
。
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
興
味
を
持
た
せ
、
友
だ
ち
と
い
っ

し
ょ
に
競
技
す
る
楽
し
み
を
体
験
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

　「
エ
ィ
、
エ
ィ
」。
教
室
い
っ
ぱ
い
に
響
く

元
気
な
掛
け
声
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。
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